
(57)【要約】

【課題】　液晶ディスプレイに表示される画像に応じて

適切な量の光を発生することにより、消費電力が小さい

液晶ディスプレイ用のバックライトを提供すること。

【解決手段】　ｎ行ｍ列のマトリクス状に配列された複

数の液晶表示素子１１を備えるとともに、各液晶表示素

子の光の透過率を変更することによりフレーム期間毎に

画像を切り換える液晶ディスプレイ１０に適用されるバ

ックライトであって、複数の電子放出素子２１と蛍光体

２４とを備える。各電子放出素子は、互いに隣接する複

数の液晶表示素子からなる液晶表示素子群に蛍光体を挟

んで対向配置されている。電子放出素子は、１つのフレ

ーム期間を分割したサブフレーム期間において、各電子

放出素子に対向している複数の液晶表示素子の光の透過

率に応じた量の電子の蓄積と放出を行う。これにより、

蛍光体は液晶表示素子の光の透過率に応じた量の光を複

数回に亘り発光する。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ｎ 行 ｍ 列 の マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の 液 晶 表 示 素 子 を 備 え る と と も に 、 １ つ の フ
レ ー ム 期 間 が 経 過 す る 毎 に 同 複 数 の 液 晶 表 示 素 子 の 光 の 透 過 率 を 変 更 し て 、 同 複 数 の 液 晶
表 示 素 子 に よ り 表 示 さ れ る 画 像 を 切 り 換 え る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ に 適 用 さ れ る バ ッ ク ラ イ ト
で あ っ て 、
　 誘 電 体 か ら な る エ ミ ッ タ 部 と 同 エ ミ ッ タ 部 の 下 部 に 形 成 さ れ た 下 部 電 極 と 同 エ ミ ッ タ 部
を 挟 ん で 同 下 部 電 極 に 対 向 す る よ う に 同 エ ミ ッ タ 部 の 上 部 に 形 成 さ れ る と と も に 微 細 貫 通
孔 が 複 数 形 成 さ れ て な る 上 部 電 極 と を 有 し 、 所 定 の 書 込 み 電 圧 が 同 上 部 電 極 と 同 下 部 電 極
と の 間 に 付 与 さ れ た と き に 同 書 込 み 電 圧 の 大 き さ に 応 じ た 量 の 電 子 を 同 エ ミ ッ タ 部 に 蓄 積
す る と と も に 所 定 の 電 子 放 出 電 圧 が 同 上 部 電 極 と 同 下 部 電 極 と の 間 に 付 与 さ れ た と き に 同
エ ミ ッ タ 部 に 蓄 積 し た 電 子 を 同 エ ミ ッ タ 部 か ら 同 微 細 貫 通 孔 を 通 し て 放 出 す る 電 子 放 出 素
子 を 複 数 備 え 、 同 複 数 の 電 子 放 出 素 子 の そ れ ぞ れ が 前 記 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 互 い に 隣 接 す
る 複 数 の 前 記 液 晶 表 示 素 子 か ら な る 液 晶 表 示 素 子 群 の そ れ ぞ れ に 対 向 す る よ う に マ ト リ ク
ス 状 に 配 列 さ れ た 電 子 放 出 装 置 と 、
　 前 記 電 子 放 出 素 子 の 上 部 電 極 と 前 記 液 晶 デ ィ ス プ レ イ と の 間 に お い て 同 上 部 電 極 と 対 向
す る よ う に 配 置 さ れ る と と も に 電 子 の 衝 突 に よ り 発 光 す る 蛍 光 体 と 、
　 前 記 １ つ の フ レ ー ム 期 間 を 複 数 の 期 間 に 分 割 し た サ ブ フ レ ー ム 期 間 に お い て 、 前 記 複 数
の 電 子 放 出 素 子 の そ れ ぞ れ が 前 記 蛍 光 体 を 挟 ん で 対 向 す る 前 記 液 晶 表 示 素 子 群 に 属 す る 前
記 液 晶 表 示 素 子 の 光 の 透 過 率 に 基 づ い て 同 電 子 放 出 素 子 の そ れ ぞ れ に 対 す る 書 込 み 電 圧 を
決 定 す る と と も に 同 決 定 し た 書 込 み 電 圧 を 同 電 子 放 出 素 子 の そ れ ぞ れ に 付 与 し 、 次 い で 、
前 記 複 数 の 電 子 放 出 素 子 の 総 て に 前 記 電 子 放 出 電 圧 を 付 与 す る 駆 動 電 圧 付 与 回 路 と 、
　 を 備 え た バ ッ ク ラ イ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の バ ッ ク ラ イ ト に お い て 、
　 前 記 数 値 ｎ は ２ 以 上 の 整 数 Ｎ の 倍 数 で あ り 、
　 前 記 数 値 ｍ は ２ 以 上 の 整 数 Ｍ の 倍 数 で あ り 、
　 記 液 晶 表 示 素 子 群 は 前 記 ｎ を 前 記 Ｎ で 除 し た ｎ ／ Ｎ 行 で あ っ て 前 記 ｍ を 前 記 Ｍ で 除 し た
ｍ ／ Ｍ 列 の マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ 、
　 前 記 液 晶 デ ィ ス プ レ イ は 一 定 の 時 間 を 要 す る 行 走 査 を 順 に 行 う こ と に よ り 前 記 １ つ の フ
レ ー ム 期 間 に お い て 前 記 複 数 の 液 晶 表 示 素 子 の 総 て の 光 の 透 過 率 を 変 更 す る た め の 作 動 を
行 う よ う に 構 成 さ れ て な り 、
　 前 記 サ ブ フ レ ー ム 期 間 は 前 記 Ｎ 行 分 の 行 走 査 に 要 す る 期 間 に 設 定 さ れ て い る バ ッ ク ラ イ
ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の バ ッ ク ラ イ ト で あ っ て 、
　 前 記 駆 動 電 圧 付 与 回 路 は 、
　 前 記 サ ブ フ レ ー ム 期 間 の そ れ ぞ れ に お い て 、 前 記 マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 前 記 電 子 放
出 素 子 の う ち の 同 一 行 に 属 す る 電 子 放 出 素 子 に 対 し て 前 記 書 込 み 電 圧 を 同 時 に 付 与 す る 行
走 査 を 順 次 行 う こ と に よ り 、 前 記 電 子 放 出 素 子 の 総 て に 対 し て 前 記 書 込 み 電 圧 を 付 与 し 、
そ の 後 、 前 記 電 子 放 出 素 子 の 総 て に 対 し て 前 記 電 子 放 出 電 圧 を 同 時 に 付 与 す る よ う に 構 成
さ れ た バ ッ ク ラ イ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ｎ 行 ｍ 列 の マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の 液 晶 表 示 素 子 を 備 え る と と も に 、 １ つ の フ
レ ー ム 期 間 が 経 過 す る 毎 に 同 複 数 の 液 晶 表 示 素 子 の 光 の 透 過 率 を 変 更 し て 、 同 複 数 の 液 晶
表 示 素 子 に よ り 表 示 さ れ る 画 像 を 切 り 換 え る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ に 適 用 さ れ 、
　 誘 電 体 か ら な る エ ミ ッ タ 部 と 同 エ ミ ッ タ 部 の 下 部 に 形 成 さ れ た 下 部 電 極 と 同 エ ミ ッ タ 部
を 挟 ん で 同 下 部 電 極 に 対 向 す る よ う に 同 エ ミ ッ タ 部 の 上 部 に 形 成 さ れ る と と も に 微 細 貫 通
孔 が 複 数 形 成 さ れ て な る 上 部 電 極 と を 有 し 、 所 定 の 書 込 み 電 圧 が 同 上 部 電 極 と 同 下 部 電 極
と の 間 に 付 与 さ れ た と き に 同 書 込 み 電 圧 の 大 き さ に 応 じ た 量 の 電 子 を 同 エ ミ ッ タ 部 に 蓄 積
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す る と と も に 所 定 の 電 子 放 出 電 圧 が 同 上 部 電 極 と 同 下 部 電 極 と の 間 に 付 与 さ れ た と き に 同
エ ミ ッ タ 部 に 蓄 積 し た 電 子 を 同 エ ミ ッ タ 部 か ら 同 微 細 貫 通 孔 を 通 し て 放 出 す る 電 子 放 出 素
子 を 複 数 備 え 、 同 複 数 の 電 子 放 出 素 子 の そ れ ぞ れ が 前 記 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 互 い に 隣 接 す
る 複 数 の 前 記 液 晶 表 示 素 子 か ら な る 液 晶 表 示 素 子 群 の そ れ ぞ れ に 対 向 す る よ う に マ ト リ ク
ス 状 に 配 列 さ れ た 電 子 放 出 装 置 と 、
　 前 記 電 子 放 出 素 子 の 上 部 電 極 と 前 記 液 晶 デ ィ ス プ レ イ と の 間 に お い て 同 上 部 電 極 と 対 向
す る よ う に 配 置 さ れ る と と も に 電 子 の 衝 突 に よ り 発 光 す る 蛍 光 体 と 、
　 を 備 え た バ ッ ク ラ イ ト の 発 光 制 御 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 １ つ の フ レ ー ム 期 間 を 複 数 の 期 間 に 分 割 し た サ ブ フ レ ー ム 期 間 に お い て 、 前 記 複 数
の 電 子 放 出 素 子 の そ れ ぞ れ が 前 記 蛍 光 体 を 挟 ん で 対 向 す る 前 記 液 晶 表 示 素 子 群 に 属 す る 前
記 液 晶 表 示 素 子 の 光 の 透 過 率 に 基 づ い て 同 電 子 放 出 素 子 の そ れ ぞ れ に 対 す る 書 込 み 電 圧 を
決 定 す る と と も に 同 決 定 し た 書 込 み 電 圧 を 同 電 子 放 出 素 子 の そ れ ぞ れ に 付 与 し 、 次 い で 、
前 記 複 数 の 電 子 放 出 素 子 の 総 て に 前 記 電 子 放 出 電 圧 を 付 与 す る 発 光 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 数 値 ｎ は ２ 以 上 の 整 数 Ｎ の 倍 数 で あ り 、
　 前 記 数 値 ｍ は ２ 以 上 の 整 数 Ｍ の 倍 数 で あ り 、
　 記 液 晶 表 示 素 子 群 は 前 記 ｎ を 前 記 Ｎ で 除 し た ｎ ／ Ｎ 行 で あ っ て 前 記 ｍ を 前 記 Ｍ で 除 し た
ｍ ／ Ｍ 列 の マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ 、
　 前 記 液 晶 デ ィ ス プ レ イ は 一 定 の 時 間 を 要 す る 行 走 査 を 順 に 行 う こ と に よ り 前 記 １ つ の フ
レ ー ム 期 間 に お い て 前 記 複 数 の 液 晶 表 示 素 子 の 総 て の 光 の 透 過 率 を 変 更 す る た め の 作 動 を
行 う よ う に 構 成 さ れ て な り 、
　 前 記 サ ブ フ レ ー ム 期 間 は 前 記 Ｎ 行 分 の 行 走 査 に 要 す る 期 間 に 設 定 さ れ た 、
　 請 求 項 ４ に 記 載 の バ ッ ク ラ イ ト の 発 光 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 サ ブ フ レ ー ム 期 間 の そ れ ぞ れ に お い て 、 前 記 マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 前 記 電 子 放
出 素 子 の う ち の 同 一 行 に 属 す る 電 子 放 出 素 子 に 対 し て 前 記 書 込 み 電 圧 を 同 時 に 付 与 す る 行
走 査 を 順 次 行 う こ と に よ り 、 前 記 電 子 放 出 素 子 の 総 て に 対 し て 前 記 書 込 み 電 圧 を 付 与 し 、
そ の 後 、 前 記 電 子 放 出 素 子 の 総 て に 対 し て 前 記 電 子 放 出 電 圧 を 同 時 に 付 与 す る 、
　 請 求 項 ４ 又 は 請 求 項 ５ に 記 載 の バ ッ ク ラ イ ト の 発 光 制 御 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 素 子 に よ っ て 光 の 透 過 率 を 制 御 す る こ と に よ っ て 表 示 さ れ る 画 像 を
切 り 換 え る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ に 適 用 さ れ る バ ッ ク ラ イ ト 及 び 同 バ ッ ク ラ イ ト の 発 光 制 御 方
法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 知 ら れ る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の バ ッ ク ラ イ ト は 、 管 状 の 冷 陰 極 放 電 ラ ン プ を 複 数
有 し 、 こ れ ら の ラ ン プ を 互 い に 平 行 に 配 列 さ せ 、 そ の 上 部 に 拡 散 板 及 び 複 数 の 拡 散 シ ー ト
を 配 置 し た 構 造 を 備 え て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ を 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ３ ５ １ ０ ３ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な バ ッ ク ラ イ ト は 、 冷 陰 極 放 電 ラ ン プ に よ っ て 常 に 一 定 の 光 量 の 光 を 発 生 さ せ
て い る 。 そ の 光 量 は 、 表 示 さ れ る 画 像 の う ち の 最 も 明 る い 部 分 に お い て 十 分 な 輝 度 が 得 ら
れ る よ う に 設 定 さ れ る 。 従 っ て 、 表 示 さ れ る 画 像 が 暗 い 部 分 と 明 る い 部 分 と を 含 ん で い る
場 合 、 冷 陰 極 放 電 ラ ン プ に よ っ て 発 生 さ れ た 光 の う ち 画 像 の 暗 い 部 分 に 対 応 す る 光 は 、 液
晶 表 示 素 子 に よ り 殆 ど が 遮 断 さ れ る 。 こ の よ う に 、 従 来 の バ ッ ク ラ イ ト は 無 駄 な 光 を 発 生
さ せ て い る の で 、 電 力 を 無 駄 に 消 費 し て い る と い う 問 題 が あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 本 発 明 の 目 的 の 一 つ は 、 表 示 さ れ る 画 像 に 応 じ て 適 切 な 量 の 光 を 発 生 す る こ と に よ り 、
消 費 電 力 が 小 さ い バ ッ ク ラ イ ト を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 に よ る バ ッ ク ラ イ ト は 、
　 ｎ 行 ｍ 列 の マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の 液 晶 表 示 素 子 を 備 え る と と も に 、 １ つ の フ
レ ー ム 期 間 が 経 過 す る 毎 に 同 複 数 の 液 晶 表 示 素 子 の 光 の 透 過 率 を 変 更 し て 、 同 複 数 の 液 晶
表 示 素 子 に よ り 表 示 さ れ る 画 像 を 切 り 換 え る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ に 適 用 さ れ る バ ッ ク ラ イ ト
で あ っ て 、 電 子 放 出 装 置 と 蛍 光 体 と 駆 動 電 圧 付 与 回 路 と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 電 子 放 出 装 置 は 、
　 誘 電 体 か ら な る エ ミ ッ タ 部 と 同 エ ミ ッ タ 部 の 下 部 に 形 成 さ れ た 下 部 電 極 と 同 エ ミ ッ タ 部
を 挟 ん で 同 下 部 電 極 に 対 向 す る よ う に 同 エ ミ ッ タ 部 の 上 部 に 形 成 さ れ る と と も に 微 細 貫 通
孔 が 複 数 形 成 さ れ て な る 上 部 電 極 と を 有 し 、 所 定 の 書 込 み 電 圧 が 同 上 部 電 極 と 同 下 部 電 極
と の 間 に 付 与 さ れ た と き に 同 書 込 み 電 圧 の 大 き さ に 応 じ た 量 の 電 子 を 同 エ ミ ッ タ 部 に 蓄 積
す る と と も に 所 定 の 電 子 放 出 電 圧 が 同 上 部 電 極 と 同 下 部 電 極 と の 間 に 付 与 さ れ た と き に 同
エ ミ ッ タ 部 に 蓄 積 し た 電 子 を 同 エ ミ ッ タ 部 か ら 同 微 細 貫 通 孔 を 通 し て 放 出 す る 電 子 放 出 素
子 を 複 数 備 え 、 同 複 数 の 電 子 放 出 素 子 の そ れ ぞ れ が 前 記 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 互 い に 隣 接 す
る 複 数 の 前 記 液 晶 表 示 素 子 か ら な る 液 晶 表 示 素 子 群 の そ れ ぞ れ に 対 向 す る よ う に マ ト リ ク
ス 状 に 配 列 さ れ た 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 蛍 光 体 は 、
　 前 記 電 子 放 出 素 子 の 上 部 電 極 と 前 記 液 晶 デ ィ ス プ レ イ と の 間 に お い て 同 上 部 電 極 と 対 向
す る よ う に 配 置 さ れ る と と も に 電 子 の 衝 突 に よ り 発 光 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 駆 動 電 圧 付 与 回 路 は 、
　 前 記 １ つ の フ レ ー ム 期 間 を 複 数 の 期 間 に 分 割 し た サ ブ フ レ ー ム 期 間 に お い て 、 前 記 複 数
の 電 子 放 出 素 子 の そ れ ぞ れ が 前 記 蛍 光 体 を 挟 ん で 対 向 す る 前 記 液 晶 表 示 素 子 群 に 属 す る 前
記 液 晶 表 示 素 子 の 光 の 透 過 率 に 基 づ い て 同 電 子 放 出 素 子 の そ れ ぞ れ に 対 す る 書 込 み 電 圧 を
決 定 す る と と も に 同 決 定 し た 書 込 み 電 圧 を 同 電 子 放 出 素 子 の そ れ ぞ れ に 付 与 し 、 次 い で 、
前 記 複 数 の 電 子 放 出 素 子 の 総 て に 前 記 電 子 放 出 電 圧 を 付 与 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 サ ブ フ レ ー ム 期 間 に お い て 、 各 液 晶 表 示 素 子 群 に 属 す る 複 数 の 液 晶 表 示
素 子 の 光 の 透 過 率 （ 例 え ば 、 そ れ ら の 液 晶 表 示 素 子 の 透 過 率 の 平 均 値 ） に 応 じ た 量 の 電 子
が 、 各 液 晶 表 示 素 子 群 に 蛍 光 体 を 挟 ん で 対 向 配 置 さ れ て い る 電 子 放 出 素 子 か ら 放 出 さ れ る
。 従 っ て 、 各 液 晶 表 示 素 子 群 に 対 向 配 置 さ れ て い る 蛍 光 体 （ 又 は 蛍 光 体 の 部 分 ） が 、 各 液
晶 表 示 素 子 群 に 属 す る 複 数 の 液 晶 表 示 素 子 の 光 の 透 過 率 に 応 じ た 量 の 光 を 発 生 す る 。 こ の
結 果 、 例 え ば 、 表 示 画 像 の う ち の 暗 い 部 分 を 表 示 し よ う と し て い る 液 晶 表 示 素 子 群 に 対 向
し て い る 蛍 光 体 （ 又 は 蛍 光 体 の 部 分 ） は 、 表 示 画 像 の う ち の 明 る い 部 分 を 表 示 し よ う と し
て い る 液 晶 表 示 素 子 群 に 対 向 し て い る 蛍 光 体 （ 又 は 蛍 光 体 の 部 分 ） よ り も 小 さ い 量 の 光 を
発 生 す る 。 従 っ て 、 液 晶 表 示 素 子 に よ っ て 殆 ど が 遮 断 さ れ て し ま う 無 駄 と な る 光 の 量 を 減
少 さ せ る こ と が で き る の で 、 消 費 電 力 の 小 さ い バ ッ ク ラ イ ト が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 液 晶 表 示 素 子 は 、 表 示 画 像 の 暗 い 部 分 を 蛍 光 体 （ 又 は 蛍 光 体 の 部 分 ） か ら 発 せ ら
れ た 僅 か な 光 量 の 光 を 遮 断 す る こ と に よ り 表 し 、 表 示 画 像 の 明 る い 部 分 を 蛍 光 体 （ 又 は 蛍
光 体 の 部 分 ） か ら 発 せ ら れ た 大 き な 光 量 の 光 を 透 過 さ せ る こ と に よ り 表 す こ と が で き る 。
こ の 結 果 、 本 発 明 の バ ッ ク ラ イ ト が 適 用 さ れ た 液 晶 デ ィ ス プ レ イ は 、 よ り 明 瞭 な コ ン ト ラ
ス ト を 備 え る 表 示 画 像 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の 場 合 、
　 前 記 数 値 ｎ は ２ 以 上 の 整 数 Ｎ の 倍 数 で あ り 、
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　 前 記 数 値 ｍ は ２ 以 上 の 整 数 Ｍ の 倍 数 で あ り 、
　 記 液 晶 表 示 素 子 群 は 前 記 ｎ を 前 記 Ｎ で 除 し た ｎ ／ Ｎ 行 で あ っ て 前 記 ｍ を 前 記 Ｍ で 除 し た
ｍ ／ Ｍ 列 の マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ 、
　 前 記 液 晶 デ ィ ス プ レ イ は 一 定 の 時 間 を 要 す る 行 走 査 を 順 に 行 う こ と に よ り 前 記 １ つ の フ
レ ー ム 期 間 に お い て 前 記 複 数 の 液 晶 表 示 素 子 の 総 て の 光 の 透 過 率 を 変 更 す る た め の 作 動 を
行 う よ う に 構 成 さ れ て な り 、
　 前 記 サ ブ フ レ ー ム 期 間 は 前 記 Ｎ 行 分 の 行 走 査 に 要 す る 期 間 に 設 定 さ れ て い る こ と が 好 適
で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 態 様 は 、 電 子 放 出 装 置 が ｎ ／ Ｎ 行 ｍ ／ Ｍ 列 の マ ト リ ク ス 状 に 電 子 放 出 素 子 を 配 列 さ
れ て な る 場 合 に 対 応 し て い る 。 こ の 場 合 、 液 晶 表 示 素 子 の 一 行 分 の 行 走 査 に 要 す る 時 間 を
Ｔ ｇ と す る と 、 １ つ の フ レ ー ム 期 間 Ｔ ｆ は ｎ ・ Ｔ ｇ で あ り 、 サ ブ フ レ ー ム 期 間 は （ Ｎ ・ Ｔ
ｇ ） と な る 。 駆 動 電 圧 付 与 回 路 は 、 こ の よ う な 一 つ の サ ブ フ レ ー ム 期 間 に お い て 、 書 込 み
電 圧 及 び 電 子 放 出 電 圧 の 付 与 を 行 う 。 従 っ て 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 行 走 査 タ イ ミ ン グ に 同
期 し な が ら 、 蛍 光 体 の 発 光 を 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 駆 動 電 圧 付 与 回 路 は 、
　 前 記 サ ブ フ レ ー ム 期 間 の そ れ ぞ れ に お い て 、 前 記 マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 前 記 電 子 放
出 素 子 の う ち の 同 一 行 に 属 す る 電 子 放 出 素 子 に 対 し て 前 記 書 込 み 電 圧 を 同 時 に 付 与 す る 行
走 査 を 順 次 行 う こ と に よ り 、 前 記 電 子 放 出 素 子 の 総 て に 対 し て 前 記 書 込 み 電 圧 を 付 与 し 、
そ の 後 、 前 記 電 子 放 出 素 子 の 総 て に 対 し て 前 記 電 子 放 出 電 圧 を 同 時 に 付 与 す る よ う に 構 成
さ れ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 所 謂 「 行 走 査 」 に よ っ て 各 行 毎 に 電 子 放 出 素 子 に 電 子 を 蓄 積 さ せ る の で
、 電 子 放 出 素 子 の 個 数 が 多 い 場 合 で あ っ て も 短 時 間 の う ち に 電 子 の 蓄 積 を 終 了 す る こ と が
で き る 。 ま た 、 こ の 電 子 放 出 素 子 は 、 電 子 の 蓄 積 を 一 旦 行 っ た 後 に お い て は 、 所 定 の 電 子
放 出 電 圧 （ 上 部 電 極 の 電 位 が 下 部 電 極 の 電 位 よ り 高 く 、 且 つ 、 エ ミ ッ タ 部 で 分 極 反 転 が 開
始 す る 電 圧 ） 以 上 の 電 圧 が 加 わ ら な け れ ば 蓄 積 し て い る 電 子 を 放 出 す る こ と は な く 、 所 定
の 書 込 み 電 圧 （ 上 部 電 極 の 電 位 が 下 部 電 極 の 電 位 よ り 低 く 、 且 つ 、 エ ミ ッ タ 部 で 分 極 反 転
が 開 始 す る 電 圧 ） 以 下 の 電 圧 が 加 わ ら な け れ ば 電 子 を 新 た に 蓄 積 し な い と い う 「 メ モ リ ー
効 果 （ 蓄 積 し た 電 子 を 、 そ の 量 の ま ま 維 持 す る 機 能 ） 」 を 備 え て い る 。 こ の た め 、 液 晶 表
示 素 子 等 の よ う に 、 行 走 査 時 に お い て 画 像 制 御 信 号 の 付 与 又 は 付 与 の 禁 止 を 行 う ス イ ッ チ
ン グ 素 子 を 備 え る 必 要 が な い 。 従 っ て 、 電 子 放 出 素 子 に 対 し て 行 走 査 を 行 う よ う に す れ ば
、 安 価 な 回 路 で 短 時 間 内 に 非 常 に 多 く の 電 子 放 出 素 子 に 所 望 量 の 電 子 を 蓄 積 す る こ と が で
き る 。 こ の 結 果 、 １ つ の フ レ ー ム 期 間 に お け る サ ブ フ レ ー ム 期 間 の 数 を 多 く す る こ と が で
き る の で 、 １ フ レ ー ム あ た り に 発 光 す る 回 数 を 多 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 結 果 、 上 記 バ ッ ク ラ イ ト は 、 各 電 子 放 出 素 子 に 対 応 す る 蛍 光 体 （ 蛍 光 体 の 部 分 ） の
１ 回 の 発 光 に お け る 発 光 量 を 前 記 書 込 み 電 圧 に 応 じ て 変 化 さ せ る こ と が で き る こ と に 加 え
、 同 蛍 光 体 の 発 光 ／ 非 発 光 を サ ブ フ レ ー ム 期 間 毎 に 選 択 的 に 行 う こ と が で き る 。 従 っ て 、
表 現 可 能 な 階 調 レ ン ジ を 大 幅 に 向 上 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 液 晶 表 示 素 子 群 に よ り 制 御
で き る 透 過 率 が Ａ 段 階 の レ ベ ル を 有 し 、 蛍 光 体 の 発 光 量 が Ｂ 段 階 の レ ベ ル を 有 し 、 １ フ レ
ー ム 期 間 内 に お け る 発 光 回 数 が Ｃ 回 で あ る と す る と 、 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 に お け る 階 調 は
Ａ 段 階 の 範 囲 内 で あ る の に 対 し 、 本 発 明 に よ る バ ッ ク ラ イ ト に お け る 階 調 は 、 Ａ × Ｂ × Ｃ
段 階 の 範 囲 と な る 。 こ れ に よ り 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 階 調 表 現 能 力 が 格 段 に 向 上 す る の で
、 よ り 表 現 力 に 優 れ た 表 示 画 像 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 こ の 構 成 の バ ッ ク ラ イ ト は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ に よ る 階 調 表 現 能 力 を 向 上 す る だ
け で な く 、 表 示 す る 画 像 の 種 類 に 応 じ た 映 像 表 示 手 法 を 採 用 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 例
え ば 、 時 間 に 対 し て 連 続 す る ２ つ の フ レ ー ム （ 表 示 画 像 ） に 対 す る 映 像 信 号 を 比 較 し 、 そ
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れ ら の 差 が 大 き い 場 合 に は 表 示 画 像 が 「 動 画 」 で あ り 、 差 が 小 さ い 場 合 に は 表 示 画 像 は 実
質 的 に 「 静 止 画 」 で あ る と 定 義 す る 。 そ し て 、 表 示 画 像 が 「 動 画 」 で あ る 場 合 、 液 晶 表 示
素 子 の 液 晶 配 向 動 作 遅 れ を 考 慮 し て 発 光 回 数 及 び 発 光 タ イ ミ ン グ を 限 定 す る こ と に よ り 、
液 晶 配 向 動 作 遅 れ に よ る 表 示 画 像 の ボ ヤ ケ を 解 消 す る こ と が で き る 。 一 方 、 表 示 画 像 が 「
静 止 画 」 で あ る 場 合 、 各 サ ブ フ レ ー ム 期 間 に お い て 発 光 を 行 う と と も に 、 そ の 際 の 発 光 量
を 制 御 す る こ と に よ り 、 上 述 し た 階 調 表 現 能 力 を 最 大 限 活 用 し て 高 品 質 な 画 像 を 表 示 す る
こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 様 に 、 上 記 構 成 の バ ッ ク ラ イ ト に よ れ ば 、 映 像 の 種 類 （ 動 画 、 静 止 画 ） を 判 別 す る
機 構 と 組 み 合 わ せ 、 そ れ ぞ れ の 映 像 に 適 し た 表 示 手 法 を 採 用 す る こ と に よ り 、 高 品 質 の 画
像 （ 映 像 ） を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 更 に 、 本 発 明 は 上 記 バ ッ ク ラ イ ト に お い て 実 行 さ れ る バ ッ ク ラ イ ト の 発 光 制 御 方 法 も 提
供 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 に よ る バ ッ ク ラ イ ト 及 び 同 バ ッ ク ラ イ ト の 発 光 制 御 方 法 が 適 用 さ れ た 液 晶
表 示 装 置 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 本 明 細 書 に お い て 、 「
電 子 の 蓄 積 」 と 「 電 子 の 書 込 み 」 は 同 義 と し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ 構 成 ）
　 図 １ は 、 こ の 液 晶 表 示 装 置 Ｌ Ｄ の 概 略 部 分 断 面 図 で あ る 。 液 晶 表 示 装 置 Ｌ Ｄ は 、 液 晶 デ
ィ ス プ レ イ １ ０ と バ ッ ク ラ イ ト ２ ０ と を 備 え て い る 。 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ ０ は 、 バ ッ ク ラ
イ ト ２ ０ の 上 面 側 （ Ｚ 軸 正 方 向 側 ） に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ ０ の 平 面 図 で あ る 。 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ ０ の 平 面 視 に お け
る 形 状 は 長 方 形 で あ る 。 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ ０ は 、 液 晶 表 示 素 子 １ １ を 、 ７ ６ ８ 行 （ ｎ 行
） × １ ０ ２ ４ 列 （ ｍ 列 ） の マ ト リ ク ス 状 に 配 列 し た 周 知 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ で あ る 。 １ つ
の 液 晶 表 示 素 子 １ １ は 、 １ つ の 赤 色 用 液 晶 素 子 Ｒ 、 １ つ の 緑 色 用 液 晶 素 子 Ｇ 及 び １ つ の 青
色 用 液 晶 素 子 Ｂ か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 赤 色 用 液 晶 素 子 Ｒ は 、 白 色 光 に 含 ま れ る 赤 色 光 を 透 過 さ せ る 赤 色 フ ィ ル タ を 備 え る と と
も に 、 配 向 制 御 に よ っ て 赤 色 フ ィ ル タ を 透 過 し た 赤 色 光 の 透 過 率 を 変 更 す る よ う に な っ て
い る 。 緑 色 用 液 晶 素 子 Ｇ は 、 白 色 光 に 含 ま れ る 緑 色 光 を 透 過 さ せ る 緑 色 フ ィ ル タ を 備 え る
と と も に 、 配 向 制 御 に よ っ て 緑 色 フ ィ ル タ を 透 過 し た 緑 色 光 の 透 過 率 を 変 更 す る よ う に な
っ て い る 。 青 色 用 液 晶 素 子 Ｂ は 、 白 色 光 に 含 ま れ る 青 色 光 を 透 過 さ せ る 青 色 フ ィ ル タ を 備
え る と と も に 、 配 向 制 御 に よ っ て 青 色 フ ィ ル タ を 透 過 し た 青 色 光 の 透 過 率 を 変 更 す る よ う
に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 同 一 の 行 に 属 す る 液 晶 表 示 素 子 １ １ に は 、 行 走 査 信 号 （ 行 選 択 信 号 ） Ｓ ｃ が 図 示 を 省 略
し た 表 示 制 御 回 路 か ら 入 力 さ れ る よ う に な っ て い る （ 図 １ ５ を 参 照 。 ） 。 同 一 の 列 に 属 す
る 液 晶 表 示 素 子 １ １ に は 、 赤 色 用 液 晶 素 子 Ｒ 、 緑 色 用 液 晶 素 子 Ｇ 及 び 青 色 用 液 晶 素 子 Ｂ の
そ れ ぞ れ に 対 す る 画 像 制 御 信 号 Ｓ ｖ が 表 示 制 御 回 路 か ら 入 力 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 バ ッ ク ラ イ ト ２ ０ は 、 図 １ に 示 し た よ う に 、 電 子 放 出 装 置 ２ ０ Ａ と 、 電 子 放 出 装 置 ２ ０
Ａ の 上 方 に 配 置 さ れ た 発 光 部 ２ ０ Ｂ と か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 電 子 放 出 装 置 ２ ０ Ａ は 、 図 ２ 及 び 電 子 放 出 装 置 ２ ０ Ａ の 平 面 図 で あ る 図 ３ に 示 し た よ う
に 、 複 数 の 電 子 放 出 素 子 ２ １ を 備 え て い る 。 電 子 放 出 素 子 ２ １ の そ れ ぞ れ は 、 ８ 行 （ Ｎ 行
） ８ 列 （ Ｍ 列 ） の マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 複 数 （ ６ ４ 個 ） の 液 晶 表 示 素 子 １ １ か ら な る
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液 晶 表 示 素 子 群 の 一 つ に 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 即 ち 、 複 数 の 電 子 放 出 素 子 ２ １
は 、 ９ ６ 行 （ ＝ ｎ ／ Ｎ 行 ） １ ２ ８ 列 （ ＝ ｍ ／ Ｍ ） の マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ ０ 、 電 子 放 出 装 置 ２ ０ Ａ 及 び 発 光 部 ２ ０ Ｂ の 部 分 拡 大 断 面
図 で あ る 。 図 ４ に 示 し た よ う に 、 電 子 放 出 装 置 ２ ０ Ａ の 電 子 放 出 素 子 ２ １ は 、 基 板 ２ １ ａ
、 下 部 電 極 （ 下 部 電 極 層 ） ２ １ ｂ 、 エ ミ ッ タ 部 ２ １ ｃ 及 び 上 部 電 極 （ 上 部 電 極 層 ） ２ １ ｄ
か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 基 板 ２ １ ａ は 、 互 い に 直 交 す る Ｘ 軸 及 び Ｙ 軸 に よ り 形 成 さ れ る 平 面 （ Ｘ － Ｙ 平 面 ） に 平
行 な 上 面 及 び 下 面 を 有 し 、 Ｘ 軸 及 び Ｙ 軸 の そ れ ぞ れ に 直 交 す る Ｚ 軸 方 向 に 厚 み 方 向 を 有 す
る 薄 板 体 で あ る 。 基 板 ２ １ ａ の 平 面 視 に お け る 形 状 は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ ０ と 略 同 一 の
長 方 形 で あ る 。 基 板 ２ １ ａ は 、 例 え ば 、 ガ ラ ス 又 は セ ラ ミ ッ ク ス （ 好 ま し く は 、 酸 化 ジ ル
コ ニ ウ ム を 主 成 分 と し た 材 料 ） か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 下 部 電 極 ２ １ ｂ は 、 導 電 性 物 質 （ こ こ で は 、 銀 又 は 白 金 ） か ら な り 、 基 板 ２ １ ａ の 上 面
の 上 に 膜 状 に 形 成 さ れ て い る 。 下 部 電 極 ２ １ ｂ の 平 面 視 に お け る 形 状 は Ｘ 軸 方 向 に 長 手 方
向 を 有 す る 帯 状 で あ る 。 下 部 電 極 ２ １ ｂ の Ｙ 軸 方 向 の 長 さ （ 即 ち 、 帯 の 幅 ） は 、 前 述 し た
１ つ の 液 晶 表 示 素 子 群 の Ｙ 軸 方 向 の 長 さ （ 即 ち 、 液 晶 表 示 素 子 １ １ の Ｙ 軸 方 向 長 さ の 約 ８
倍 の 長 さ ） と 略 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 エ ミ ッ タ 部 ２ １ ｃ は 、 強 誘 電 体 （ こ こ で は 、 マ グ ネ シ ウ ム ニ オ ブ 酸 鉛 （ Ｐ Ｍ Ｎ ） 、 チ タ
ン 酸 鉛 （ Ｐ Ｔ ） 及 び ジ ル コ ン 酸 鉛 （ Ｐ Ｚ ） の ３ 成 分 系 材 料 Ｐ Ｍ Ｎ － Ｐ Ｔ － Ｐ Ｚ ） か ら な り
、 基 板 ２ １ ａ 及 び 下 部 電 極 ２ １ ｂ の 上 面 の 上 に 形 成 さ れ て い る 。 エ ミ ッ タ 部 ２ １ ｃ は 、 Ｚ
軸 方 向 に 厚 み 方 向 を 有 す る 薄 板 体 で あ り 、 平 面 視 に お い て 基 板 ２ １ ａ と 略 同 一 の 長 方 形 状
を 有 し て い る 。 エ ミ ッ タ 部 ２ １ ｃ の 上 面 に は 、 強 誘 電 体 の 粒 界 に よ る 凹 凸 ２ １ ｃ １ が 形 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 部 電 極 ２ １ ｄ は 、 導 電 性 物 質 （ こ こ で は 、 白 金 ） か ら な り 、 エ ミ ッ タ 部 ２ １ ｃ を 挟 ん
で 下 部 電 極 ２ １ ｂ に 対 向 す る よ う に エ ミ ッ タ 部 ２ １ ｃ の 上 部 （ エ ミ ッ タ 部 ２ １ ｃ の 上 面 の
上 ） に 膜 状 に 形 成 さ れ て い る 。 上 部 電 極 ２ １ ｄ の 平 面 視 に お け る 形 状 は Ｙ 軸 方 向 に 長 手 方
向 を 有 す る 帯 状 で あ る 。 上 部 電 極 ２ １ ｄ の Ｘ 軸 方 向 の 長 さ （ 即 ち 、 帯 の 幅 ） は 、 前 述 し た
１ つ の 液 晶 表 示 素 子 群 の Ｘ 軸 方 向 の 長 さ （ 即 ち 、 液 晶 表 示 素 子 １ １ の Ｘ 軸 方 向 長 さ の 約 ８
倍 の 長 さ ） と 略 同 一 で あ る 。 上 部 電 極 ２ １ ｄ に は 、 図 ４ 及 び 上 部 電 極 ２ １ ｄ の 部 分 拡 大 平
面 図 で あ る 図 ５ に 示 し た よ う に 、 複 数 の 微 細 な 貫 通 孔 ２ １ ｄ １ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 部 電 極 ２ １ ｄ の 厚 み ｔ は 、 ０ ． ０ １ μ ｍ 以 上 且 つ １ ０ μ ｍ 以 下 で あ り 、 好 ま し く は 、
０ ． ０ ５ μ ｍ 以 上 且 つ １ μ ｍ 以 下 で あ る 。 ま た 、 微 細 貫 通 孔 ２ １ ｄ １ の 周 部 で あ っ て エ ミ
ッ タ 部 ２ １ ｃ と 対 向 す る 面 は 、 エ ミ ッ タ 部 ２ １ ｃ の 上 部 か ら 所 定 距 離 だ け 離 間 し て い る 。
こ の 貫 通 孔 ２ １ ｄ １ の 周 部 （ 貫 通 孔 の 縁 部 ） で あ っ て エ ミ ッ タ 部 ２ １ ｃ と 対 向 す る 面 と エ
ミ ッ タ 部 ２ １ ｃ （ エ ミ ッ タ 部 ２ １ ｃ の 上 面 ） と の 距 離 の 最 大 値 は ０ μ ｍ よ り 大 き く 且 つ １
０ μ ｍ 以 下 で あ り 、 好 ま し く は 、 ０ ． ０ １ μ ｍ 以 上 且 つ １ μ ｍ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 下 部 電 極 ２ １ ｂ 、 エ ミ ッ タ 部 ２ １ ｃ 及 び 白 金 レ ジ ネ ー ト ペ ー ス ト か ら な る 上 部 電 極 ２ １
ｄ は 焼 成 処 理 に よ っ て 一 体 化 さ せ ら れ て い る 。 こ の 一 体 化 の た め の 焼 成 処 理 に よ り 、 上 部
電 極 ２ １ ｄ と な る 膜 が 例 え ば 厚 み １ ０ μ ｍ か ら 厚 み ０ ． １ μ ｍ に 収 縮 す る 。 こ の と き 、 上
部 電 極 ２ １ ｄ に は 前 述 し た 複 数 の 微 細 貫 通 孔 ２ １ ｄ １ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 下 部 電 極 ２ １ ｂ と 上 部 電 極 ２ １ ｄ と は 、 平 面 視 に お い て 重 な り 合
っ て い る 。 こ の 下 部 電 極 ２ １ ｂ と 上 部 電 極 ２ １ ｄ と が 重 な り あ っ た 部 分 は 、 そ の 部 分 に お
い て 下 部 電 極 ２ １ ｂ と 上 部 電 極 ２ １ ｄ と の 間 に 挟 ま れ た エ ミ ッ タ 部 ２ １ ｃ と 共 に 、 一 つ の
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電 子 放 出 素 子 ２ １ を 形 成 し て い る 。 下 部 電 極 ２ １ ｂ 及 び 上 部 電 極 ２ １ ｄ は 、 後 に 詳 述 す る
駆 動 電 圧 付 与 回 路 ３ １ に 接 続 さ れ 、 駆 動 電 圧 Ｖ in（ 下 部 電 極 ２ １ ｂ に は 図 ３ に 示 し た ラ イ
ン Ｓ ａ 上 の 行 電 圧 、 上 部 電 極 ２ １ ｄ に は 図 ３ に 示 し た ラ イ ン Ｓ ｂ 上 の 列 電 圧 ） が 付 与 さ れ
る よ う に な っ て い る 。 な お 、 駆 動 電 圧 Ｖ inは 、 下 部 電 極 ２ １ ｂ を 基 準 と し た と き の 下 部 電
極 ２ １ ｂ と 上 部 電 極 ２ １ ｄ と の 電 位 差 で あ る と 定 義 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 発 光 部 ２ ０ Ｂ は 、 図 ４ に 示 し た よ う に 、 透 明 板 ２ ２ 、 コ レ ク タ 電 極 ２ ３ 及 び 蛍 光 体 ２ ４
を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 透 明 板 ２ ２ は 、 互 い に 平 行 な 上 面 及 び 下 面 を 有 し 、 こ れ ら の 面 に 直 交 す る 方 向 に 厚 み 方
向 を 有 す る 薄 板 体 で あ る 。 透 明 板 ２ ２ の 平 面 視 に お け る 形 状 は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ ０ と
略 同 一 の 長 方 形 で あ る 。 透 明 板 ２ ２ は 、 透 明 な 材 質 （ こ こ で は 、 ガ ラ ス 又 は ア ク リ ル ） か
ら な っ て い る 。 透 明 板 ２ ２ は 、 電 子 放 出 素 子 ２ １ の 上 方 （ Ｚ 軸 正 方 向 ） に 、 電 子 放 出 素 子
２ １ の 上 面 （ 上 部 電 極 ２ １ ｄ の 上 面 ） か ら 所 定 の 距 離 だ け 離 れ た 位 置 に 配 設 さ れ て い る 。
透 明 板 ２ ２ は 、 そ の 下 面 が 上 部 電 極 ２ １ ｄ （ 即 ち 、 電 子 放 出 素 子 ２ １ の 電 子 放 出 部 ） の な
す 平 面 と 平 行 と な る よ う に 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 コ レ ク タ 電 極 ２ ３ は 、 導 電 性 物 質 （ こ こ で は 、 透 明 導 電 膜 ， ITO） か ら な っ て い る 。 コ
レ ク タ 電 極 ２ ３ は 、 透 明 板 ２ ２ の 下 面 の 全 体 に 膜 状 に 形 成 さ れ て い る 。 コ レ ク タ 電 極 ２ ３
に は 、 コ レ ク タ 電 圧 付 与 回 路 ３ ２ が 接 続 さ れ 、 正 の 所 定 電 圧 Ｖ ｃ が 付 与 さ れ て い る 。 こ れ
に よ り 、 コ レ ク タ 電 極 ２ ３ は 、 電 子 放 出 素 子 ２ １ か ら 放 出 さ れ る 電 子 を 加 速 ・ 吸 引 す る 電
界 を 形 成 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 蛍 光 体 ２ ４ は 、 コ レ ク タ 電 極 ２ ３ を 覆 う よ う に 透 明 板 ２ ２ の 下 面 に お い て 膜 状 に 形 成 さ
れ て い る 。 蛍 光 体 ２ ４ は 、 電 子 が 衝 突 す る と 、 そ の 電 子 に よ り 励 起 状 態 と な り 、 そ の 励 起
状 態 か ら 基 底 状 態 へ と 遷 移 す る と き に 白 色 の 光 を 発 生 す る よ う に な っ て い る 。 こ の よ う な
白 色 蛍 光 体 と し て の 代 表 例 は 、 Ｙ ２ Ｏ ２ Ｓ ： Ｔ ｂ で あ る 。 或 い は 、 白 色 蛍 光 体 は 、 赤 色 蛍
光 体 （ 例 え ば 、 Ｙ ２ Ｏ ２ Ｓ ： Ｅ ｕ ） 、 緑 色 蛍 光 体 （ 例 え ば 、 Ｚ ｎ Ｓ ： Ｃ ｕ ， Ａ ｌ ） 及 び 青
色 蛍 光 体 （ 例 え ば 、 Ｚ ｎ Ｓ ： Ａ ｇ ， Ｃ ｌ ） の 蛍 光 体 を 混 ぜ 合 わ せ る こ と に よ り 作 製 す る こ
と も で き る 。 蛍 光 体 ２ ４ が 発 生 し た 光 は 、 透 明 板 ２ ２ を 通 し て 発 光 部 ２ ０ Ｂ の 上 方 に 進 行
し 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ ０ に 入 射 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 基 板 ２ １ ａ と 透 明 板 ２ ２ と の 間 に 形 成 さ れ る 空 間 は 略 真 空 （ １ ０ ２ ～ １ ０ － ６ Ｐ ａ が 好
ま し く 、 よ り 好 ま し く は １ ０ － ３ ～ １ ０ － ５ Ｐ ａ ） に 維 持 さ れ て い る 。 換 言 す る と 、 基 板
２ １ ａ 及 び 透 明 板 ２ ２ は 、 図 示 し な い 電 子 放 出 装 置 ２ ０ Ａ の 側 壁 部 と と も に 密 閉 空 間 を 形
成 し て い る 。 従 っ て 、 電 子 放 出 素 子 ２ １ は 、 空 間 形 成 部 材 に よ り 略 真 空 状 態 に 維 持 さ れ て
い る 密 閉 空 間 内 に 配 置 さ れ て い る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ こ で 、 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 電 子 放 出 素 子 ２ １ の 作 動 原 理 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 先 ず 、 図 ６ に 示 し た よ う に 、 下 部 電 極 ２ １ ｂ の 電 位 を 基 準 と し た 下 部 電 極 ２ １ ｂ と 上 部
電 極 ２ １ ｄ の 実 際 の 電 位 差 Ｖ ka（ 素 子 電 圧 Ｖ ka） が 正 の 所 定 電 圧 Ｖ ｐ に 維 持 さ れ 、 エ ミ ッ
タ 部 ２ １ ｃ の 電 子 が 総 て 放 出 し た 直 後 で あ っ て 、 電 子 が エ ミ ッ タ 部 ２ １ ｃ に 蓄 積 さ れ て い
な い 状 態 か ら 説 明 を 開 始 す る 。 こ の と き 、 エ ミ ッ タ 部 ２ １ ｃ の 双 極 子 の 負 極 は エ ミ ッ タ 部
２ １ ｃ の 上 面 （ Ｚ 軸 正 方 向 、 即 ち 、 上 部 電 極 ２ １ ｄ 側 ） に 向 い た 状 態 と な っ て い る 。 こ の
状 態 は 、 図 ７ に 示 し た グ ラ フ 上 の 点 ｐ １ の 状 態 で あ る 。 図 ７ の グ ラ フ は 、 横 軸 に 素 子 電 圧
Ｖ kaを と り 、 縦 軸 に 上 部 電 極 ２ １ ｄ 近 傍 部 分 の 電 荷 Ｑ を と っ た エ ミ ッ タ 部 ２ １ ｃ の 電 圧 －
分 極 特 性 の グ ラ フ で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の 状 態 に お い て 、 駆 動 電 圧 付 与 回 路 ３ １ は 、 駆 動 電 圧 Ｖ inを 負 の 所 定 電 圧 で あ る 書 込
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み 電 圧 （ 蓄 積 電 圧 ） Ｖ ｍ に 変 更 す る 。 こ れ に よ り 、 素 子 電 圧 Ｖ kaは 図 ７ の 点 ｐ ２ を 経 由 し
て 点 ｐ ３ に 向 け て 減 少 す る 。 そ し て 、 素 子 電 圧 Ｖ kaが 図 ７ に 示 し た 負 の 抗 電 界 電 圧 Ｖ ａ （
例 え ば 、 － １ ０ Ｖ ） の 近 傍 の 電 圧 に な る と 、 エ ミ ッ タ 部 ２ １ ｃ の 双 極 子 の 向 き が 反 転 し 始
め る 。 即 ち 、 図 ８ に 示 し た よ う に 、 分 極 反 転 （ 負 側 分 極 反 転 ） が 開 始 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の 負 側 分 極 反 転 に よ り 、 エ ミ ッ タ 部 ２ １ ｃ の 上 面 と 、 上 部 電 極 ２ １ ｄ と 、 こ れ ら の 周
囲 の 媒 質 （ こ の 場 合 、 真 空 ） と の 接 触 箇 所 （ ト リ プ ル ジ ャ ン ク シ ョ ン ） 及 び ／ 又 は 微 細 貫
通 孔 ２ １ ｄ １ を 形 成 し て い る 上 部 電 極 ２ １ ｄ の 先 端 部 分 に お い て 電 界 が 大 き く な る （ 電 界
集 中 が 発 生 す る 。 ） 。 そ の 結 果 、 図 ９ に 示 し た よ う に 、 上 部 電 極 ２ １ ｄ か ら エ ミ ッ タ 部 ２
１ ｃ に 向 け て 電 子 が 供 給 さ れ 始 め る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の 供 給 さ れ た 電 子 は 、 主 と し て エ ミ ッ タ 部 ２ １ ｃ の 上 部 で あ っ て 上 部 電 極 ２ １ ｄ の 微
細 貫 通 孔 ２ １ ｄ １ か ら 露 呈 し て い る 部 分 の 近 傍 及 び 微 細 貫 通 孔 ２ １ ｄ １ を 形 成 し て い る 上
部 電 極 ２ １ ｄ の 端 部 近 傍 （ 以 下 、 単 に 「 微 細 貫 通 孔 ２ １ ｄ １ 近 傍 」 と も 言 う 。 ） に 蓄 積 さ
れ る 。 そ の 後 、 所 定 の 時 間 が 経 過 し て 負 側 分 極 反 転 が 完 了 す る と 、 素 子 電 圧 Ｖ kaは 負 の 所
定 電 圧 Ｖ ｍ に 向 け て 急 激 に 変 化 し 負 の 所 定 電 圧 Ｖ ｍ と な る 。 こ の 結 果 、 電 子 の 蓄 積 が 完 了
す る （ 電 子 の 蓄 積 飽 和 状 態 に 至 る ） 。 こ の 状 態 が 、 図 ７ の 点 ｐ ４ の 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 次 に 、 駆 動 電 圧 付 与 回 路 ３ １ は 、 電 子 放 出 タ イ ミ ン グ が 到 来 す る と 、 駆 動 電 圧 Ｖ inを 正
の 所 定 電 圧 で あ る 電 子 放 出 電 圧 Ｖ ｐ に 変 更 す る 。 こ れ に よ り 、 素 子 電 圧 Ｖ kaは 増 大 し 始 め
る 。 こ の と き 、 素 子 電 圧 Ｖ kaが 図 ７ の 点 ｐ ５ に 対 応 す る 正 の 抗 電 界 電 圧 Ｖ ｄ （ 例 え ば 、 ＋
５ ０ Ｖ ） よ り 僅 か に 小 さ い 電 圧 Ｖ ｂ （ 点 ｐ ６ ） に 到 達 す る ま で は 、 図 １ ０ に 示 し た よ う に
、 エ ミ ッ タ 部 ２ １ ｃ の 帯 電 状 態 が 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 そ の 後 、 素 子 電 圧 Ｖ kaは 正 の 抗 電 界 電 圧 Ｖ ｄ の 近 傍 の 電 圧 に 到 達 す る 。 こ れ に よ り 、 双
極 子 の 負 極 が エ ミ ッ タ 部 ２ １ ｃ の 上 面 側 に 向 き 始 め る 。 即 ち 、 図 １ １ に 示 し た よ う に 、 分
極 が 再 び 反 転 す る （ 正 側 分 極 反 転 が 開 始 す る 。 ） 。 こ の 状 態 が 図 ７ の 点 ｐ ５ 近 傍 の 状 態 で
あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 そ の 後 、 正 側 分 極 反 転 が 完 了 す る 時 点 の 近 傍 の 時 点 に な る と 、 負 極 が エ ミ ッ タ 部 ２ １ ｃ
の 上 面 側 に 反 転 し た 双 極 子 の 数 が 多 く な る 。 こ の 結 果 、 図 １ ２ に 示 し た よ う に 、 エ ミ ッ タ
部 ２ １ ｃ の 微 細 貫 通 孔 ２ １ ｄ １ の 近 傍 に 蓄 積 さ れ て い た 電 子 が ク ー ロ ン の 反 発 力 に よ り 微
細 貫 通 孔 ２ １ ｄ １ を 通 っ て 上 方 （ Ｚ 軸 正 方 向 ） に 放 出 さ れ 始 め る 。 こ の 場 合 、 上 部 電 極 ２
１ ｄ に は 多 数 の 微 細 貫 通 孔 ２ １ ｄ １ が 形 成 さ れ て い る か ら 、 多 数 の 電 子 は そ れ ら の 微 細 貫
通 孔 ２ １ ｄ １ を 通 し て 平 面 状 に 放 出 さ れ る 。 放 出 さ れ た 電 子 は 、 発 光 部 ２ ０ Ｂ の 蛍 光 体 ２
４ に 照 射 さ れ る 。 こ の 結 果 、 蛍 光 体 ２ ４ は 白 色 の 光 を 発 生 す る 。 発 生 し た 光 は 、 透 明 板 ２
２ を 通 っ て 上 方 に 進 行 し 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ ０ に 入 射 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 そ し て 、 正 側 分 極 反 転 が 完 了 す る と 、 素 子 電 圧 Ｖ kaは 急 激 に 増 大 を 開 始 し 、 電 子 が 活 発
に 放 出 さ れ る 。 そ の 後 、 電 子 の 放 出 は 完 了 し 、 素 子 電 圧 Ｖ kaは 正 の 所 定 電 圧 Ｖ ｐ に 到 達 す
る 。 こ の 結 果 、 エ ミ ッ タ 部 ２ １ ｃ の 状 態 は 図 ６ に 示 し た 当 初 の 状 態 （ 図 ７ の 点 ｐ １ の 状 態
） に 復 帰 す る 。 以 上 が 、 電 子 の 蓄 積 （ 電 子 の 書 込 み ） 及 び 放 出 （ 蛍 光 体 の 発 光 ） に 係 る 一
連 の 作 動 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の よ う に 、 電 子 放 出 素 子 ２ １ に お い て は 、 駆 動 電 圧 Ｖ inが 負 の 抗 電 界 電 圧 Ｖ ａ （ 例 え
ば 、 － １ ０ Ｖ ） を 超 え な い と （ 駆 動 電 圧 Ｖ inが 負 の 抗 電 界 電 圧 Ｖ ａ の 絶 対 値 よ り も 大 き さ
が 大 き い 負 の 電 圧 に な ら な い と ） 負 側 分 極 反 転 が 発 生 し な い か ら 、 放 出 す る た め の 電 子 を
エ ミ ッ タ 部 ２ １ ｃ の 微 細 貫 通 孔 ２ １ ｄ １ 近 傍 に 蓄 積 す る こ と が で き な い 。 従 っ て 、 こ の 電
子 放 出 素 子 ２ １ の 書 込 み 電 圧 （ 電 子 の 蓄 積 期 間 に お け る 駆 動 電 圧 Ｖ in） と 蛍 光 体 ２ ４ の 発
光 量 と の 関 係 は 、 図 １ ３ に 示 し た グ ラ フ の よ う に 変 化 す る 。 な お 、 図 １ ３ か ら 理 解 さ れ る
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よ う に 、 電 子 放 出 素 子 ２ １ は 、 所 定 の 範 囲 の 書 込 み 電 圧 （ 負 の 電 圧 、 こ の 例 で は － ２ ０ ～
－ １ ０ （ Ｖ ） ） に 対 し 、 そ の 電 圧 の 絶 対 値 が 大 き く な る ほ ど 多 く の 電 子 を 蓄 積 し 且 つ 多 く
の 電 子 を 放 出 で き る 素 子 で も あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 更 に 、 電 子 放 出 素 子 ２ １ に お い て は 、 駆 動 電 圧 Ｖ inが 正 の 抗 電 界 電 圧 Ｖ ｄ （ 例 え ば 、 ＋
５ ０ Ｖ ） を 超 え な い と 正 側 分 極 反 転 が 発 生 し な い か ら 、 エ ミ ッ タ 部 ２ １ ｃ の 微 細 貫 通 孔 ２
１ ｄ １ 近 傍 に 蓄 積 し て い る 電 子 を 放 出 す る こ と が で き な い 。 従 っ て 、 こ の 電 子 放 出 素 子 ２
１ の 電 子 放 出 電 圧 （ 発 光 期 間 に お け る 駆 動 電 圧 Ｖ in） と 蛍 光 体 ２ ４ の 発 光 量 と の 関 係 は 、
図 １ ４ に 示 し た グ ラ フ の よ う に 変 化 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 次 に 、 駆 動 電 圧 付 与 回 路 ３ １ に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 駆 動 電 圧 付 与 回 路 ３ １ は 、 図 １
５ に 示 し た よ う に 、 信 号 制 御 回 路 ３ １ ａ 、 行 信 号 回 路 （ 行 選 択 回 路 ） ３ １ ｂ 、 列 信 号 回 路
（ 信 号 供 給 回 路 ） ３ １ ｃ を 備 え て い る 。 図 １ ５ に お い て 、 符 合 Ｄ １ １ 、 Ｄ １ ２ 、 … Ｄ ３ ２
、 Ｄ ３ ３ な ど が 付 さ れ た も の は 、 そ れ ぞ れ 、 前 述 し た 一 つ の 電 子 放 出 素 子 ２ １ を 示 し て い
る 。 な お 、 Ｄ ｘ ｙ は 、 ｘ 行 ｙ 列 に 位 置 す る 電 子 放 出 素 子 ２ １ を 示 す 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 信 号 制 御 回 路 ３ １ ａ は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ ０ の 各 液 晶 表 示 素 子 １ １ に 前 述 し た 行 走 査
信 号 Ｓ ｃ 及 び 画 像 制 御 信 号 Ｓ ｖ を 供 給 す る 表 示 制 御 回 路 １ ２ と 接 続 さ れ 、 行 走 査 信 号 Ｓ ｃ
及 び 画 像 制 御 信 号 Ｓ ｖ を 入 力 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 行 信 号 回 路 ３ １ ｂ は 、 信 号 制 御 回 路 ３ １ ａ に 接 続 さ れ 、 行 信 号 制 御 信 号 Ｓ ｘ を 入 力 す る
よ う に な っ て い る 。 更 に 、 行 信 号 回 路 ３ １ ｂ は 、 複 数 の 行 選 択 線 Ｌ Ｌ と 接 続 さ れ て い る 。
複 数 の 行 選 択 線 Ｌ Ｌ の そ れ ぞ れ は 、 同 じ 行 上 の 電 子 放 出 素 子 ２ １ の 下 部 電 極 ２ １ ｂ と 接 続
さ れ て い る 。 例 え ば 、 行 選 択 線 Ｌ Ｌ １ は 第 １ 行 の 素 子 Ｄ １ １ 、 Ｄ １ ２ 、 Ｄ １ ３ … の 各 下 部
電 極 ２ １ ｂ と 接 続 さ れ 、 行 選 択 線 Ｌ Ｌ ２ は 第 ２ 行 の 素 子 Ｄ ２ １ 、 Ｄ ２ ２ 、 Ｄ ２ ３ … の 各 下
部 電 極 ２ １ ｂ と 接 続 さ れ 、 行 選 択 線 Ｌ Ｌ ３ は 第 ３ 行 の 素 子 Ｄ ３ １ 、 Ｄ ３ ２ 、 Ｄ ３ ３ … の 各
下 部 電 極 ２ １ ｂ と 接 続 さ れ て い る 。 行 信 号 回 路 ３ １ ｂ は 、 行 信 号 制 御 信 号 Ｓ ｘ に 応 じ 、 複
数 の 行 選 択 線 Ｌ Ｌ を 介 し て 各 電 子 放 出 素 子 ２ １ の 下 部 電 極 ２ １ ｂ に 後 述 す る 行 電 圧 を 付 与
す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 列 信 号 回 路 ３ １ ｃ は 、 信 号 制 御 回 路 ３ １ ａ に 接 続 さ れ 、 列 信 号 制 御 信 号 Ｓ ｙ を 入 力 す る
よ う に な っ て い る 。 更 に 、 列 信 号 回 路 ３ １ ｃ は 、 複 数 の 放 出 信 号 線 Ｕ Ｌ と 接 続 さ れ て い る
。 放 出 信 号 線 Ｕ Ｌ の そ れ ぞ れ は 、 同 じ 列 上 の 電 子 放 出 素 子 ２ １ の 上 部 電 極 ２ １ ｄ と 接 続 さ
れ て い る 。 例 え ば 、 放 出 信 号 線 Ｕ Ｌ １ は 第 １ 列 の 素 子 Ｄ １ １ 、 Ｄ ２ １ 、 Ｄ ３ １ … の 各 上 部
電 極 ２ １ ｄ と 接 続 さ れ 、 放 出 信 号 線 Ｕ Ｌ ２ は 第 ２ 列 の 素 子 Ｄ １ ２ 、 Ｄ ２ ２ 、 Ｄ ３ ２ … の 各
上 部 電 極 ２ １ ｄ と 接 続 さ れ 、 放 出 信 号 線 Ｕ Ｌ ３ は 第 ３ 列 の 素 子 Ｄ １ ３ 、 Ｄ ２ ３ 、 Ｄ ３ ３ …
の 各 上 部 電 極 ２ １ ｄ と 接 続 さ れ て い る 。 列 信 号 回 路 ３ １ ｃ は 、 列 信 号 制 御 信 号 Ｓ ｙ に 応 じ
、 複 数 の 放 出 信 号 線 Ｕ Ｌ を 介 し て 各 電 子 放 出 素 子 ２ １ の 上 部 電 極 ２ １ ｄ に 後 述 す る 列 電 圧
を 付 与 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
（ 作 動 ）
　 次 に 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た 液 晶 表 示 装 置 Ｌ Ｄ の 作 動 に つ い て 説 明 す る 。 表 示 制 御 回 路
１ ２ は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ に よ る 表 示 技 術 と し て 周 知 の 行 走 査 を 行 っ て 各 液 晶 表 示 素 子 １
１ （ 赤 色 用 液 晶 素 子 Ｒ 、 緑 色 用 液 晶 素 子 Ｇ 及 び 青 色 用 液 晶 素 子 Ｂ ） の 液 晶 の 配 向 を 制 御 し
、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ ０ 上 に 画 像 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 よ り 具 体 的 に 述 べ る と 、 表 示 制 御 回 路 １ ２ は 、 行 走 査 を 実 行 す る 行 （ 選 択 行 ） に 対 応 す
る 行 走 査 信 号 Ｓ ｃ を 所 定 の 電 圧 に 設 定 す る と と も に 、 他 の 行 の 行 走 査 信 号 Ｓ ｃ を 別 の 電 圧
に 設 定 す る 。 こ れ に よ り 、 行 走 査 を 実 行 す る 行 の 液 晶 表 示 素 子 １ １ に の み 画 像 制 御 信 号 Ｓ
ｖ に 基 づ く 電 圧 が 印 加 さ れ る 状 態 と な る 。 そ し て 、 表 示 制 御 回 路 １ ２ は 、 行 走 査 を 実 行 す
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る 行 の 液 晶 表 示 素 子 １ １ の そ れ ぞ れ が 表 示 す べ き 画 像 に 応 じ た 透 過 率 を 達 成 す る よ う に 、
画 像 制 御 信 号 Ｓ ｖ を 付 与 す る 。 行 走 査 を 実 行 す る 行 の 液 晶 表 示 素 子 １ １ は 、 画 像 制 御 信 号
Ｓ ｖ が 付 与 さ れ る と 、 そ の 画 像 制 御 信 号 Ｓ ｖ に 基 づ く 透 過 率 を 達 成 す る よ う に 配 向 の 変 更
を 開 始 し 、 １ ０ ｍ 秒 程 度 後 に 配 向 動 作 を 完 了 し て 安 定 し た 透 過 率 を 達 成 す る 状 態 と な る 。
こ の よ う な 行 走 査 は 、 図 １ ６ の （ Ａ ） に 示 し た よ う に 、 一 定 時 間 （ Ｔ ｇ ） 毎 に 第 １ 行 か ら
第 ７ ６ ８ 行 ま で 順 に 繰 り 返 し 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 第 １ 行 か ら 第 ７ ６ ８ 行 ま で 行 走 査 が な さ れ る と 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ ０ の 総 て の 液 晶 表
示 素 子 １ １ の 透 過 率 が 変 化 さ せ ら れ る の で 、 新 た な １ フ レ ー ム の 画 像 が 表 示 さ れ る 。 従 っ
て 、 第 １ 行 か ら 第 ７ ６ ８ 行 ま で 行 走 査 が な さ れ る の に 必 要 な 期 間 は 、 フ レ ー ム 期 間 （ フ レ
ー ム 時 間 ） Ｔ ｆ と 称 呼 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 一 方 、 バ ッ ク ラ イ ト ２ ０ の 制 御 を 行 う 信 号 制 御 回 路 ３ １ ａ は 、 サ ブ フ レ ー ム 期 間 Ｔ sub
を 一 つ の 周 期 と し て 電 子 の 蓄 積 （ 書 込 み ） 動 作 と 放 出 （ 発 光 部 ２ ０ Ｂ か ら の 発 光 ） 動 作 を
行 う 。 サ ブ フ レ ー ム 期 間 Ｔ subは 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ ０ の ８ 行 分 の 行 走 査 に 要 す る 時 間
（ ８ ・ Ｔ ｇ ） で あ る 。 例 え ば 、 一 つ の サ ブ フ レ ー ム 期 間 Ｔ subは 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ ０ の
第 １ 行 か ら 第 ８ 行 ま で の 行 走 査 に 対 応 す る 期 間 で あ り 、 次 の サ ブ フ レ ー ム 期 間 Ｔ subは 液
晶 デ ィ ス プ レ イ １ ０ の 第 ９ 行 か ら 第 １ ６ 行 ま で の 行 走 査 に 対 応 す る 期 間 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 即 ち 、 サ ブ フ レ ー ム 期 間 Ｔ subは 、 ８ 行 ８ 列 の 液 晶 表 示 素 子 １ １ か ら な る １ つ の 液 晶 表
示 素 子 群 を 構 成 す る 液 晶 表 示 素 子 １ １ の 総 て に 対 す る 行 走 査 が 完 了 し た 時 点 を 開 始 時 点 と
し 、 そ の 開 始 時 点 か ら 液 晶 表 示 素 子 １ １ の ８ （ ８ ＝ Ｎ ） 行 分 の 行 走 査 に 要 す る 時 間 （ ８ ・
Ｔ ｇ ） が 経 過 し た 時 点 を 終 了 時 点 と す る 期 間 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 信 号 制 御 回 路 ３ １ ａ は 、 表 示 制 御 回 路 １ ２ か ら 入 力 し た 行 走 査 信 号 Ｓ ｃ に 基 づ い て サ ブ
フ レ ー ム 期 間 Ｔ subが 開 始 し た と 認 識 す る と 、 そ の サ ブ フ レ ー ム 期 間 Ｔ sub内 に お い て 総 て
の 電 子 放 出 素 子 ２ １ に 書 込 み 電 圧 を 付 与 し 、 エ ミ ッ タ 部 ２ １ ｃ に 電 子 を 蓄 積 さ せ る 。 こ の
と き 、 信 号 制 御 回 路 ３ １ ａ は 、 表 示 制 御 回 路 １ ２ か ら 入 力 さ れ る 画 像 制 御 信 号 Ｓ ｖ に 基 づ
い て 各 電 子 放 出 素 子 ２ １ に 対 応 す る （ 各 電 子 放 出 素 子 ２ １ の 直 上 に 存 在 す る ） 液 晶 表 示 素
子 群 に 属 し て い る 液 晶 表 示 素 子 １ １ に よ り 表 示 さ れ る 画 像 の 部 分 の 平 均 的 な 明 る さ （ 即 ち
、 こ の 液 晶 表 示 素 子 群 に 属 し て い る 液 晶 表 示 素 子 １ １ の 透 過 率 の 平 均 値 ） を 計 算 に よ り 求
め 、 そ の 明 る さ （ 透 過 率 の 平 均 値 ） に 基 づ い て 各 電 子 放 出 素 子 ２ １ に 蓄 積 さ せ る 電 子 の 量
（ 即 ち 、 書 込 み 電 圧 ） を 決 定 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 信 号 制 御 回 路 ３ １ ａ は 、 各 電 子 放 出 素 子 ２ １ に 電 子 を 蓄 積 さ せ る 際 、 行 走 査 方 式 に よ り
上 部 電 極 ２ １ ｄ と 下 部 電 極 ２ １ ｂ と の 間 に 上 記 決 定 し た 書 込 み 電 圧 を 付 与 す る 。 そ し て 、
信 号 制 御 回 路 ３ １ ａ は 、 総 て の 行 に 対 す る 行 走 査 が 終 了 す る と 、 総 て の 電 子 放 出 素 子 ２ １
の 上 部 電 極 ２ １ ｄ と 下 部 電 極 ２ １ ｂ と の 間 に 電 子 放 出 電 圧 を 同 時 に 付 与 す る 。 こ れ に よ り
、 一 つ の サ ブ フ レ ー ム 期 間 Ｔ subに お い て 、 総 て の 電 子 放 出 素 子 ２ １ か ら 適 量 の 電 子 が 放
出 さ れ 、 適 切 な 位 置 の 蛍 光 体 ２ ４ の 部 分 が 適 量 の 光 を 発 生 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 た だ し 、 後 述 す る よ う に 、 信 号 制 御 回 路 ３ １ ａ は 、 発 光 を 要 し な い 蛍 光 体 ２ ４ の 部 分 （
黒 の み で 発 光 の な い 画 像 の 部 分 を 表 現 し よ う と し て い る 液 晶 表 示 素 子 群 に 対 向 し て い る 蛍
光 体 ２ ４ の 部 分 ） に 対 応 す る 電 子 放 出 素 子 ２ １ に 対 し て は 、 書 込 み 電 圧 と し て 電 子 を 蓄 積
さ せ な い よ う な 電 圧 を 上 部 電 極 ２ １ ｄ と 下 部 電 極 ２ １ ｂ と の 間 に 付 与 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 以 下 、 こ の 発 光 制 御 内 容 に つ い て 、 図 １ ７ を 参 照 し な が ら 具 体 例 に 基 づ い て 説 明 す る 。
こ の 具 体 例 に お い て 、 電 子 放 出 装 置 ２ ０ Ａ は 、 ３ 行 ３ 列 の マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 電 子
放 出 素 子 ２ １ を 備 え る も の と 仮 定 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
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　 更 に 、 電 子 放 出 装 置 ２ ０ Ａ の １ 行 １ 列 に 位 置 す る 電 子 放 出 素 子 （ Ｄ １ １ ） に 対 応 す る 画
像 部 分 は 非 常 に 明 る く 、 １ 行 ２ 列 、 ２ 行 １ 列 及 び ２ 行 ２ 列 に 位 置 す る 電 子 放 出 素 子 （ Ｄ １
２ ， Ｄ ２ １ ， Ｄ ２ ２ ） に 対 応 す る 画 像 部 分 は 中 程 度 に 明 る く 、 そ の 他 に 位 置 す る 電 子 放 出
素 子 （ Ｄ １ ３ ， Ｄ ２ ３ ， Ｄ ３ １ ， Ｄ ３ ２ ， Ｄ ３ ３ ） に 対 応 す る 画 像 部 分 は 黒 の み （ 発 光 な
し ） と 仮 定 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 信 号 制 御 回 路 ３ １ ａ は 、 図 １ ７ に 示 し た よ う に 、 サ ブ フ レ ー ム 期 間 Ｔ subを ４ つ の 小 期
間 Ｔ １ ～ Ｔ ４ に 分 割 し 、 各 小 期 間 毎 に 異 な る 駆 動 電 圧 Ｖ inを 各 電 子 放 出 素 子 ２ １ の 上 部 電
極 ２ １ ｄ と 下 部 電 極 ２ １ ｂ と の 間 に 付 与 す る 。 小 期 間 Ｔ １ ～ Ｔ ３ は 電 子 蓄 積 期 間 （ 電 子 書
込 み 期 間 ） Ｔ ｄ に 相 当 し 、 小 期 間 Ｔ ４ は 電 子 放 出 期 間 Ｔ ｈ に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 先 ず 、 信 号 制 御 回 路 ３ １ ａ は 、 サ ブ フ レ ー ム 期 間 Ｔ subの 開 始 直 後 の 小 期 間 Ｔ １ に お い
て 、 行 選 択 線 Ｌ Ｌ １ に １ ０ （ Ｖ ） の 行 電 圧 、 行 選 択 線 Ｌ Ｌ ２ に － １ ０ （ Ｖ ） の 行 電 圧 、 行
選 択 線 Ｌ Ｌ ３ に － １ ０ （ Ｖ ） の 行 電 圧 、 を 行 信 号 回 路 ３ １ ｂ に よ っ て 付 与 す る 。 な お 、 行
選 択 線 に １ ０ （ Ｖ ） の 行 電 圧 が 付 与 さ れ た 行 が 、 行 走 査 さ れ る 行 （ 選 択 さ れ た 行 、 電 子 を
蓄 積 さ せ よ う と す る 行 ） に な る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 同 時 に 、 信 号 制 御 回 路 ３ １ ａ は 、 小 期 間 Ｔ １ に お い て 、 放 出 信 号 線 Ｕ Ｌ １ に － １ ０ （ Ｖ
） の 列 電 圧 、 放 出 信 号 線 Ｕ Ｌ ２ に － ５ （ Ｖ ） の 列 電 圧 、 放 出 信 号 線 Ｕ Ｌ ３ に ０ （ Ｖ ） の 列
電 圧 、 を 列 信 号 回 路 ３ １ ｃ に よ っ て 付 与 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 こ の 結 果 、 電 子 放 出 素 子 Ｄ １ １ の 下 部 電 極 ２ １ ｂ に は １ ０ （ Ｖ ） が 付 与 さ れ 、 上 部 電 極
２ １ ｄ に は － １ ０ （ Ｖ ） が 付 与 さ れ る の で 、 同 素 子 に 対 す る 駆 動 電 圧 Ｖ in（ 書 込 み 電 圧 ）
は － ２ ０ Ｖ と な る 。 従 っ て 、 図 １ ３ か ら も 理 解 で き る よ う に 、 電 子 放 出 素 子 Ｄ １ １ の エ ミ
ッ タ 部 ２ １ ｃ に は 、 略 飽 和 量 の 多 量 の 電 子 が 蓄 積 さ れ る 。 更 に 、 電 子 放 出 素 子 Ｄ １ ２ に 対
す る 駆 動 電 圧 Ｖ inは － １ ５ Ｖ と な る 。 従 っ て 、 図 １ ３ か ら も 理 解 で き る よ う に 、 電 子 放 出
素 子 Ｄ １ ２ の エ ミ ッ タ 部 ２ １ ｃ に は 、 飽 和 量 の 半 分 程 度 の 電 子 が 蓄 積 さ れ る 。 一 方 、 電 子
放 出 素 子 Ｄ １ ３ に 対 す る 駆 動 電 圧 Ｖ inは － １ ０ Ｖ と な る 。 従 っ て 、 電 子 放 出 素 子 Ｄ １ ３ に
は 電 子 が 蓄 積 さ れ な い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 一 方 、 第 ２ 行 及 び 第 ３ 行 の 各 電 子 放 出 素 子 に 対 す る 駆 動 電 圧 Ｖ inは 、 図 １ ７ に 示 し た よ
う に な る 。 即 ち 、 ｘ 行 ｙ 列 に 位 置 す る 電 子 放 出 素 子 ２ １ の 駆 動 電 圧 を Ｖ in（ ｘ ， ｙ ） と 表
記 す る と 、 Ｖ in（ ２ ， １ ） ＝ ０ （ Ｖ ） 、 Ｖ in（ ２ ， ２ ） ＝ ５ （ Ｖ ） 、 Ｖ in（ ２ ， ３ ） ＝ １
０ （ Ｖ ） 、 Ｖ in（ ３ ， １ ） ＝ ０ （ Ｖ ） 、 Ｖ in（ ３ ， ２ ） ＝ ５ （ Ｖ ） 、 Ｖ in（ ３ ， ３ ） ＝ １
０ （ Ｖ ） と な る 。 こ れ ら の 駆 動 電 圧 Ｖ inは 何 れ も 負 の 抗 電 界 電 圧 Ｖ ａ の － １ ０ （ Ｖ ） よ り
大 き い 電 圧 で あ る か ら 、 こ れ ら の 電 子 放 出 素 子 ２ １ の エ ミ ッ タ 部 ２ １ ｃ に 電 子 は 蓄 積 さ れ
な い 。 以 上 に よ り 、 電 子 放 出 装 置 ２ ０ Ａ の 第 １ 行 目 に 対 す る 行 走 査 が 終 了 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 以 降 、 信 号 制 御 回 路 ３ １ ａ は 、 小 期 間 Ｔ ２ 及 び Ｔ ３ に お い て 、 行 選 択 線 Ｌ Ｌ １ ～ Ｌ Ｌ ３
及 び 放 出 信 号 線 Ｕ Ｌ １ ～ Ｕ Ｌ ３ に 図 １ ７ 及 び 下 記 表 １ に 示 し た 行 電 圧 及 び 列 電 圧 を 順 次 付
与 す る 。 そ の 結 果 、 各 電 子 放 出 素 子 の 電 子 の 蓄 積 状 態 は 、 下 記 表 １ に 示 し た 通 り と な る 。
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 次 に 、 信 号 制 御 回 路 ３ １ ａ は 、 小 期 間 Ｔ ４ に お い て 、 行 選 択 線 Ｌ Ｌ １ ～ Ｌ Ｌ ３ に － ２ ０
０ （ Ｖ ） の 行 電 圧 を 付 与 す る と と も に 、 放 出 信 号 線 Ｕ Ｌ １ ～ Ｕ Ｌ ３ の 総 て に ０ （ Ｖ ） の 列
電 圧 を 付 与 す る 。 こ れ に よ り 、 総 て の 電 子 放 出 素 子 ２ １ の 駆 動 電 圧 Ｖ inが ２ ０ ０ Ｖ と な る
。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ の 結 果 、 非 常 に 多 く の 電 子 を 蓄 積 し て い た 電 子 放 出 素 子 Ｄ １ １ か ら 多 量 の 電 子 が 放 出
さ れ る の で 、 そ の 上 部 に 位 置 す る 蛍 光 体 ２ ４ （ 又 は 蛍 光 体 ２ ４ の 部 分 ） は 大 光 量 の 光 を 発
生 す る 。 従 っ て 、 電 子 放 出 素 子 Ｄ １ １ に 対 応 す る 画 像 部 分 は 非 常 に 明 る く 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た 、 飽 和 量 の 半 分 程 度 の 電 子 を 蓄 積 し て い た 電 子 放 出 素 子 Ｄ １ ２ ， Ｄ ２ １ 及 び Ｄ ２ ２
か ら は 、 電 子 放 出 素 子 Ｄ １ １ か ら 放 出 さ れ る 電 子 の 量 よ り も 少 な い 量 の 電 子 が 放 出 さ れ る

10

20

30

40

50

(13) JP 2007-86725 A 2007.4.5



。 従 っ て 、 そ れ ら の 電 子 放 出 素 子 の 上 部 に 位 置 す る 蛍 光 体 ２ ４ （ 又 は 蛍 光 体 ２ ４ の 部 分 ）
は 中 程 度 の 光 量 の 光 を 発 生 す る 。 こ の 結 果 、 電 子 放 出 素 子 Ｄ １ ２ ， Ｄ ２ １ 及 び Ｄ ２ ２ に 対
応 す る 画 像 部 分 は 通 常 の 明 る さ で 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 更 に 、 電 子 が 蓄 積 さ れ て い な い 電 子 放 出 素 子 Ｄ １ ３ ， Ｄ ２ ３ ， Ｄ ３ １ ， Ｄ ３ ２ 及 び Ｄ ３
３ か ら は 、 電 子 が 全 く 放 出 さ れ な い 。 従 っ て 、 こ れ ら の 電 子 放 出 素 子 に 対 応 す る 画 像 部 分
は 黒 く 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 １ ８ は 、 以 上 に 説 明 し た 制 御 に よ っ て 得 ら れ る 発 光 部 ２ ０ Ｂ の 平 面 視 の 様 子 を 模 式 的
に 示 し た 図 で あ る 。 図 １ ８ に お い て 、 （ Ａ ） は あ る サ ブ フ レ ー ム 期 間 Ｔ subの 電 子 蓄 積 期
間 Ｔ ｄ （ 小 期 間 Ｔ １ ～ Ｔ ３ ） に お け る 発 光 部 ２ ０ Ｂ の 状 態 を 示 し て い る 。 こ の よ う に 、 電
子 蓄 積 期 間 Ｔ ｄ に お い て は 、 発 光 部 ２ ０ Ｂ は 光 を 全 く 発 生 し な い 。 そ の 後 、 電 子 放 出 期 間
Ｔ ｈ （ 小 期 間 Ｔ ４ ） と な る と 、 図 １ ８ の （ Ｂ ） に 示 し た よ う に 、 各 電 子 放 出 素 子 ２ １ は 電
子 蓄 積 期 間 Ｔ ｄ に お い て 蓄 積 し て い た 電 子 を 放 出 す る か ら 、 発 光 部 ２ ０ Ｂ の 各 部 分 は 対 応
す る 電 子 放 出 素 子 ２ １ の 電 子 放 出 量 に 応 じ た 明 る さ で 発 光 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 以 降 、 同 様 に 、 電 子 蓄 積 期 間 Ｔ ｄ に お い て 発 光 部 ２ ０ Ｂ は 光 を 全 く 発 生 せ ず （ 図 １ ８ の
（ Ｃ ） を 参 照 。 ） 、 そ れ に 続 く 電 子 放 出 期 間 Ｔ ｈ に お い て 発 光 部 ２ ０ Ｂ の 各 部 分 は 各 部 分
に 対 向 す る 電 子 放 出 素 子 ２ １ の 電 子 放 出 量 に 応 じ た 明 る さ で 発 光 す る （ 図 １ ８ の （ Ｄ ） を
参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 以 上 、 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ ０ の バ ッ ク ラ イ ト
２ ０ 及 び 同 バ ッ ク ラ イ ト ２ ０ の 制 御 方 法 に よ れ ば 、 １ つ の フ レ ー ム 期 間 Ｔ ｆ を 分 割 し た サ
ブ フ レ ー ム 期 間 Ｔ subに お い て 、 各 液 晶 表 示 素 子 群 に 属 す る 複 数 の 液 晶 表 示 素 子 １ １ の 光
の 透 過 率 （ 例 え ば 、 そ れ ら の 液 晶 表 示 素 子 １ １ の 透 過 率 の 平 均 値 ） に 応 じ た 量 の 電 子 が 、
各 液 晶 表 示 素 子 群 に 蛍 光 体 ２ ４ を 挟 ん で 対 向 配 置 さ れ て い る 電 子 放 出 素 子 ２ １ か ら 放 出 さ
れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 従 っ て 、 各 液 晶 表 示 素 子 群 に 対 向 配 置 さ れ て い る 蛍 光 体 ２ ４ （ 又 は 蛍 光 体 ２ ４ の 部 分 ）
は 、 各 液 晶 表 示 素 子 群 に 属 す る 複 数 の 液 晶 表 示 素 子 １ １ の 光 の 透 過 率 に 応 じ た 量 の 光 を 発
生 す る 。 こ の 結 果 、 例 え ば 、 表 示 画 像 の う ち の 暗 い 部 分 を 表 示 し よ う と し て い る 液 晶 表 示
素 子 群 に 対 向 し て い る 蛍 光 体 ２ ４ （ 又 は 蛍 光 体 ２ ４ の 部 分 ） は 、 表 示 画 像 の う ち の 明 る い
部 分 を 表 示 し よ う と し て い る 液 晶 表 示 素 子 群 に 対 向 し て い る 蛍 光 体 ２ ４ （ 又 は 蛍 光 体 ２ ４
の 部 分 ） よ り も 小 さ い 量 の 光 を 発 生 す る 。 従 っ て 、 液 晶 表 示 素 子 １ １ に よ っ て 殆 ど が 遮 断
さ れ て し ま う 無 駄 と な る 光 の 量 を 低 下 さ せ る こ と が で き る の で 、 消 費 電 力 の 小 さ い バ ッ ク
ラ イ ト ２ ０ が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ま た 、 液 晶 表 示 素 子 １ １ は 、 表 示 画 像 の 暗 い 部 分 を 蛍 光 体 ２ ４ （ 又 は 蛍 光 体 の 部 分 ） か
ら 発 せ ら れ た 僅 か な 光 量 の 光 を 遮 断 す る こ と に よ り 表 し 、 表 示 画 像 の 明 る い 部 分 を 蛍 光 体
１ ４ （ 又 は 蛍 光 体 の 部 分 ） か ら 発 せ ら れ た 大 き な 光 量 の 光 を 透 過 さ せ る こ と に よ り 表 す こ
と が で き る 。 こ の 結 果 、 上 記 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ ０ は 、 よ り 明 瞭 な コ ン ト ラ ス ト を 備 え る
表 示 画 像 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 加 え て 、 図 １ ９ か ら も 理 解 で き る よ う に 、 電 子 放 出 装 素 子 ２ １ は 発 光 量 の 種 類 （ 図 １ ９
に お い て 破 線 に て 示 す 発 光 量 レ ン ジ ） を 多 段 階 と す る こ と が で き る こ と に 加 え 、 １ つ の フ
レ ー ム 期 間 に お い て 複 数 回 の 発 光 を 行 う 。 従 っ て 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ ０ （ 液 晶 表 示 素 子
群 ） に よ っ て 表 現 す る こ と が で き る 階 調 は 、 液 晶 表 示 素 子 １ １ 単 体 に よ る 透 過 率 の 大 き さ
の 種 類 （ 透 過 率 レ ン ジ ） の 数 と 、 発 光 量 レ ン ジ の 数 と 、 １ フ レ ー ム 期 間 に お け る 発 光 回 数
と 、 の 積 と な る 。 即 ち 、 シ ス テ ム の 階 調 表 現 能 力 を 格 段 に 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
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　 更 に 、 上 記 実 施 形 態 の バ ッ ク ラ イ ト ２ ０ は 、 所 謂 「 行 走 査 」 に よ っ て 各 行 毎 に 電 子 放 出
素 子 に 電 子 を 蓄 積 さ せ て い る 。 従 っ て 、 電 子 放 出 素 子 の 個 数 が 多 い 場 合 で あ っ て も 短 時 間
の う ち に 電 子 の 蓄 積 を 終 了 す る こ と が で き る 。 ま た 、 電 子 放 出 素 子 ２ １ は 、 電 子 の 蓄 積 を
一 旦 行 っ た 後 に お い て は 、 所 定 の 電 子 放 出 電 圧 （ 上 部 電 極 の 電 位 が 下 部 電 極 の 電 位 よ り 高
く 、 且 つ 、 エ ミ ッ タ 部 で 分 極 反 転 が 開 始 す る 電 圧 ＝ 正 の 抗 電 界 電 圧 Ｖ ｄ ） 以 上 の 電 圧 が 加
わ ら な け れ ば 蓄 積 し て い る 電 子 を 放 出 す る こ と は な く 、 所 定 の 書 込 み 電 圧 （ 上 部 電 極 の 電
位 が 下 部 電 極 の 電 位 よ り 低 く 且 つ 、 エ ミ ッ タ 部 で 分 極 反 転 が 開 始 す る 電 圧 ＝ 負 の 正 の 抗 電
界 電 圧 Ｖ ａ ） 以 下 の 電 圧 が 加 わ ら な け れ ば 電 子 を 新 た に 蓄 積 し な い と い う 「 メ モ リ ー 効 果
」 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 こ の た め 、 液 晶 表 示 素 子 等 の よ う に 、 行 走 査 時 に お い て 画 像 制 御 信 号 の 付 与 又 は 付 与 の
禁 止 を 行 う ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 備 え る 必 要 が な い 。 従 っ て 、 電 子 放 出 素 子 ２ １ に 対 し て 行
走 査 を 行 う 上 記 実 施 形 態 の バ ッ ク ラ イ ト ２ ０ は 、 安 価 な 回 路 に よ っ て 短 時 間 内 に 非 常 に 多
く の 電 子 放 出 素 子 ２ １ に 所 望 量 の 電 子 を 蓄 積 す る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 １ つ の フ レ ー
ム 期 間 に お け る サ ブ フ レ ー ム 期 間 の 数 を 多 く す る こ と が で き る の で 、 １ フ レ ー ム あ た り に
発 光 す る 回 数 を 多 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ま た 、 バ ッ ク ラ イ ト ２ ０ は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ ０ に よ る 階 調 表 現 能 力 を 向 上 す る だ け
で な く 、 表 示 す る 画 像 の 種 類 に 応 じ た 映 像 表 示 手 法 を 採 用 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 例 え
ば 、 時 間 に 対 し て 連 続 す る ２ つ の フ レ ー ム （ 表 示 画 像 ） に 対 す る 映 像 信 号 を 比 較 し 、 そ れ
ら の 差 が 大 き い 場 合 に は 表 示 画 像 が 「 動 画 」 で あ り 、 差 が 小 さ い 場 合 に は 表 示 画 像 は 実 質
的 に 「 静 止 画 」 で あ る と 定 義 す る 。 そ し て 、 表 示 画 像 が 「 動 画 」 で あ る 場 合 、 液 晶 表 示 素
子 の 液 晶 配 向 動 作 遅 れ を 考 慮 し て 発 光 回 数 及 び 発 光 タ イ ミ ン グ を 限 定 す る こ と に よ り 、 液
晶 配 向 動 作 遅 れ に よ る 表 示 画 像 の ボ ヤ ケ を 解 消 す る こ と が で き る 。 一 方 、 表 示 画 像 が 「 静
止 画 」 で あ る 場 合 、 各 サ ブ フ レ ー ム 期 間 に お い て 発 光 を 行 う と と も に 、 そ の 際 の 発 光 量 を
制 御 す る こ と に よ り 、 上 述 し た 階 調 表 現 能 力 を 最 大 限 活 用 し て 高 品 質 な 画 像 を 表 示 す る こ
と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 こ の 様 に 、 上 記 バ ッ ク ラ イ ト ２ ０ は 、 映 像 の 種 類 （ 動 画 、 静 止 画 ） を 判 別 す る 機 構 と 組
み 合 わ せ る こ と に よ り 、 そ れ ぞ れ の 映 像 に 適 し た 表 示 手 法 を 採 用 す る こ と が で き る の で 、
一 層 高 品 質 の 画 像 （ 映 像 ） を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 本 発 明 は 上 記 各 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 本 発 明 の 範 囲 内 に お い て 種 々 の 変 形
例 を 採 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 上 記 実 施 形 態 に お い て 、 蛍 光 体 ２ ４ は 複 数 の 電 子 放
出 素 子 ２ １ に 対 し て 一 つ で あ っ た が 、 各 電 子 放 出 素 子 ２ １ に 一 つ の 蛍 光 体 が 配 設 さ れ て も
よ い 。 更 に 、 バ ッ ク ラ イ ト ２ ０ は 、 サ ブ フ レ ー ム 期 間 Ｔ subの そ れ ぞ れ に 必 ず １ 回 の 発 光
を し な く て も よ い 。 即 ち 、 上 述 し た よ う に 、 要 求 さ れ る 表 示 画 像 の 品 質 等 に 応 じ て 蛍 光 体
の 発 光 又 は 非 発 光 を 制 御 し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 ま た 、 発 光 部 ２ ０ Ｂ は 、 図 ２ ０ に 示 し た よ う に 、 透 明 板 ２ ２ の 下 面 （ 上 部 電 極 ２ １ ｄ と
対 向 す る 面 ） に 蛍 光 体 ２ ４ ’ を 予 め 形 成 し た 後 、 そ の 蛍 光 体 ２ ４ ’ を 覆 う よ う に 厚 さ １ ０
０ ～ ２ ０ ０ ｎ ｍ 程 度 の ア ル ミ ニ ウ ム 薄 膜 か ら な る コ レ ク タ 電 極 ２ ３ ’ を 形 成 し て な る 構 造
を 備 え て い て も よ い 。 こ の 場 合 、 コ レ ク タ 電 圧 Ｖ ｃ の 印 加 に 従 っ て 形 成 さ れ た 電 界 に よ り
加 速 さ れ た 電 子 は 、 コ レ ク タ 電 極 ２ ３ ’ を 貫 通 し て 蛍 光 体 ２ ４ ’ に 到 達 す る 。 こ の よ う な
構 成 に よ れ ば 、 コ レ ク タ 電 極 ２ ３ ’ は 蛍 光 体 ２ ４ ’ が 発 し た 光 を 透 明 板 ２ ２ の 方 へ 反 射 さ
せ る ミ ラ ー と し て 機 能 す る 。 従 っ て 、 蛍 光 体 ２ ４ ’ の 発 光 を 効 率 良 く 外 部 へ 取 り 出 す こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 更 に 、 蛍 光 体 ２ ４ は 、 上 部 電 極 ２ １ ｄ に 対 し て エ ミ ッ タ 部 ２ １ ｃ と 反 対 側 の 面 に 同 上 部
電 極 ２ １ ｄ に 接 す る よ う に 形 成 さ れ て も よ い 。 こ れ に よ り 、 上 部 電 極 ２ １ ｄ の 微 細 貫 通 孔
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２ １ ｄ １ を 通 っ て 放 出 さ せ ら れ た 電 子 が 上 部 電 極 ２ １ ｄ の 直 上 部 に 存 在 す る 蛍 光 体 に 衝 突
し 、 蛍 光 体 を 励 起 し て 光 を 発 生 さ せ る 発 光 素 子 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 加 え て 、 電 子 放 出 装 置 は 、 下 部 電 極 、 エ ミ ッ タ 部 及 び 上 部 電 極 を 備 え て な る 完 全 に 独 立
し た 電 子 放 出 素 子 を 基 板 上 に マ ト リ ク ス 状 に 配 列 し 、 同 一 行 の 電 子 放 出 素 子 の 下 部 電 極 同
士 を 導 電 体 に よ り 接 続 す る と と も に 、 同 一 列 の 電 子 放 出 素 子 の 上 部 電 極 同 士 を 導 電 体 に よ
り 接 続 し た 構 造 を 備 え る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 ま た 、 上 部 電 極 に 、 鱗 片 状 の 物 質 （ 例 え ば 黒 鉛 等 ） の 集 合 体 や 、 鱗 片 状 の 物 質 を 含 ん だ
導 電 性 の 物 質 の 集 合 体 を 使 用 す る こ と も で き る 。 こ の よ う な 物 質 の 集 合 体 は 、 元 来 、 鱗 片
と 鱗 片 と が 離 間 し て い る 部 分 を 有 し て い る の で 、 焼 成 な ど の 熱 処 理 を 経 な く て も 、 そ の 部
分 を 上 部 電 極 の 上 記 微 細 貫 通 孔 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 更 に 、 エ ミ ッ タ 部 上 に 有 機
樹 脂 と 金 属 薄 膜 と を こ の 順 に 層 状 に 形 成 し た 後 で 焼 成 し 、 有 機 樹 脂 を 燃 焼 さ せ る こ と に よ
り 金 属 薄 膜 に 微 細 貫 通 孔 を 形 成 し 、 上 部 電 極 と し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 概 略 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 し た 電 子 放 出 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 し た 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 、 電 子 放 出 装 置 及 び 発 光 部 の 部 分 拡 大 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 し た 上 部 電 極 の 拡 大 部 分 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ に 示 し た 電 子 放 出 素 子 の 一 つ の 状 態 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ４ に 示 し た エ ミ ッ タ 部 の 電 圧 － 分 極 特 性 の グ ラ フ で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ４ に 示 し た 電 子 放 出 素 子 の 他 の 状 態 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ４ に 示 し た 電 子 放 出 素 子 の 他 の 状 態 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ４ に 示 し た 電 子 放 出 素 子 の 他 の 状 態 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 ４ に 示 し た 電 子 放 出 素 子 の 他 の 状 態 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 ４ に 示 し た 電 子 放 出 素 子 の 他 の 状 態 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 ４ に 示 し た 電 子 放 出 素 子 の 書 込 み 電 圧 （ 電 子 の 蓄 積 期 間 に お け る 駆 動 電 圧 ）
と 蛍 光 体 の 発 光 量 と の 関 係 を 示 し た グ ラ フ で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 ４ に 示 し た 電 子 放 出 素 子 の 電 子 放 出 電 圧 （ 発 光 期 間 に お け る 駆 動 電 圧 ） と 蛍
光 体 の 発 光 量 と の 関 係 を 示 し た グ ラ フ で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ に 示 し た 電 子 放 出 装 置 の 駆 動 電 圧 付 与 回 路 の 回 路 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ に 示 し た 液 晶 表 示 装 置 に お け る 液 晶 表 示 素 子 の 行 走 査 と バ ッ ク ラ イ ト の 発
光 制 御 と の 関 係 を 示 し た タ イ ム チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 に よ る バ ッ ク ラ イ ト の 発 光 制 御 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 に よ る バ ッ ク ラ イ ト の 発 光 制 御 に よ っ て 得 ら れ る 発 光 部 の 平 面 視 の 様 子
を 模 式 的 に 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 素 子 の 透 過 率 の 変 化 と 発 光 部 の 発 光 期 間 （ 電 子 放 出 装 置
の 電 子 放 出 期 間 ） と の 関 係 を 示 し た グ ラ フ で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 図 １ に 示 し た 発 光 部 の 変 形 例 の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 １ ０ … 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 、 １ １ … 液 晶 表 示 素 子 、 １ ２ … 表 示 制 御 回 路 、 １ ４ … 蛍 光 体 、
２ ０ … バ ッ ク ラ イ ト 、 ２ ０ Ａ … 電 子 放 出 装 置 、 ２ ０ Ｂ … 発 光 部 、 ２ １ … 電 子 放 出 素 子 、 ２
１ ａ … 基 板 、 ２ １ ｂ … 下 部 電 極 、 ２ １ ｃ … エ ミ ッ タ 部 、 ２ １ ｄ … 上 部 電 極 、 ２ １ ｄ １ … 微
細 貫 通 孔 、 ２ ２ … 透 明 板 、 ２ ３ … コ レ ク タ 電 極 、 ２ ４ … 蛍 光 体 、 ３ １ … 駆 動 電 圧 付 与 回 路
、 ３ ２ … コ レ ク タ 電 圧 付 与 回 路 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

(18) JP 2007-86725 A 2007.4.5



【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

(20) JP 2007-86725 A 2007.4.5



フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
                        Ｇ０９ＧＧ０９ＧＧ０９ＧＧ０９ＧＧ０９ＧＧ０９ＧＧ０９ＧＧ０９Ｇ   3/20     (2006.01)   3/20     (2006.01)   3/20     (2006.01)   3/20     (2006.01)   3/20     (2006.01)   3/20     (2006.01)   3/20     (2006.01)   3/20     (2006.01)           Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４１Ｅ          　　　　　
                        Ｈ０１ＪＨ０１ＪＨ０１ＪＨ０１ＪＨ０１ＪＨ０１ＪＨ０１ＪＨ０１Ｊ  63/06     (2006.01)  63/06     (2006.01)  63/06     (2006.01)  63/06     (2006.01)  63/06     (2006.01)  63/06     (2006.01)  63/06     (2006.01)  63/06     (2006.01)           Ｇ０９Ｇ   3/20    ６８０Ｆ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１１Ａ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２２Ｋ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２３Ｖ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０１Ｊ  63/06    　　　　          　　　　　

Ｆターム(参考) 2H093 NA06  NA43  NA52  NA55  NA56  NC13  NC44  ND04  ND06  ND39 
　　　　 　　        ND60  NE06 
　　　　 　　  5C006 AA11  AA22  AC22  AF42  AF45  AF51  BB11  BB29  BF49  EA01 
　　　　 　　        FA47 
　　　　 　　  5C039 MM07 
　　　　 　　  5C080 AA10  AA18  BB06  CC03  DD26  EE29  EE30  FF12  JJ03  JJ04 
　　　　 　　        JJ05  JJ06 

(21) JP 2007-86725 A 2007.4.5



专利名称(译) 液晶显示器的背光及其控制发光的方法

公开(公告)号 JP2007086725A 公开(公告)日 2007-04-05

申请号 JP2006076056 申请日 2006-03-20

[标]申请(专利权)人(译) 日本碍子株式会社

申请(专利权)人(译) 日本碍子株式会社

[标]发明人 七瀧努
大和田巌

发明人 七瀧 努
大和田 巌

IPC分类号 G02F1/13357 G09G3/36 G02F1/133 G09G3/34 G09G3/22 G09G3/20 H01J63/06

CPC分类号 G02F1/133602 G09G3/3426 G09G3/3611 G09G2320/028 G09G2320/0646 G09G2320/103 G09G2340
/16 G09G2360/16 H01J63/02 H01J63/06

FI分类号 G02F1/13357 G09G3/36 G02F1/133.535 G09G3/34.J G09G3/22.G G09G3/20.641.E G09G3/20.680.F 
G09G3/20.611.A G09G3/20.622.K G09G3/20.623.V H01J63/06

F-TERM分类号 2H091/FA42Z 2H091/FA43Z 2H091/GA11 2H091/LA16 2H091/LA17 2H091/LA30 2H093/NA06 2H093
/NA43 2H093/NA52 2H093/NA55 2H093/NA56 2H093/NC13 2H093/NC44 2H093/ND04 2H093/ND06 
2H093/ND39 2H093/ND60 2H093/NE06 5C006/AA11 5C006/AA22 5C006/AC22 5C006/AF42 5C006
/AF45 5C006/AF51 5C006/BB11 5C006/BB29 5C006/BF49 5C006/EA01 5C006/FA47 5C039/MM07 
5C080/AA10 5C080/AA18 5C080/BB06 5C080/CC03 5C080/DD26 5C080/EE29 5C080/EE30 5C080
/FF12 5C080/JJ03 5C080/JJ04 5C080/JJ05 5C080/JJ06 2H191/FA82Z 2H191/FA83Z 2H191/GA17 
2H191/LA21 2H191/LA22 2H191/LA40 2H193/ZB42 2H193/ZD22 2H193/ZD25 2H193/ZD26 2H391
/AA03 2H391/AB01 2H391/AB03 2H391/CA35 2H391/CB05 2H391/CB52

优先权 60/719452 2005-09-22 US

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种用于液晶显示器的背光源，该背光源通过根据在
液晶显示器上显示的图像产生适量的光来消耗较少的功率。 液晶显示器
（10）包括以n行和m列的矩阵布置的多个液晶显示元件（11），并且通
过改变每个液晶显示元件的透光率来切换每个帧周期的图像。 施加背光
并且包括多个电子发射器件21和磷光体24。 每个电子发射器件被布置成
面对液晶显示器件组，该液晶显示器件组包括彼此相邻的多个液晶显示
器件，在它们之间插入有荧光体。 电子发射器件在通过划分一个帧周期
而获得的子帧周期中根据面对每个电子发射器件的多个液晶显示器件的
透光率累积并发射一定数量的电子。 结果，磷光体发射多次光，其量对
应于液晶显示元件的透光率。 [选择图]图3

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/99a863da-8e91-47d9-9dd0-72baf7028552
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/037973721/publication/JP2007086725A?q=JP2007086725A

